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三
九

　

本
稿
は
、『
源
氏
物
語
』
の
口
語
体
に
よ
る
現
代
語
全
訳
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

書
籍
の
書
誌
に
つ
い
て
調
査
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
〈
全

訳
〉
と
は
、
概
ね
原
文
に
忠
実
で
あ
り
、
五
十
四
帖
す
べ
て
を
口
語
体
に
て
現
代

語
訳
し
て
い
る
も
の
を
指
す
。
な
お
、
広
く
一
般
読
者
に
向
け
て
刊
行
さ
れ
た
現

代
語
訳
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
専
門
性
の
高
い
注
釈
書
や
古
典
の
注
釈

叢
書
な
ど
の
研
究
専
門
書
お
よ
び
学
習
参
考
書
関
連
本
に
つ
い
て
は
除
外
し
て
い

る
（
注
一
）。
ま
た
、
与
謝
野
晶
子
お
よ
び
谷
崎
潤
一
郎
は
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
回

に
わ
た
り
『
源
氏
物
語
』
を
現
代
語
訳
し
て
い
る
が
、
こ
の
両
名
に
つ
い
て
は
、

別
に
「〈
与
謝
野
晶
子
〉
編
」「〈
谷
崎
潤
一
郎
〉
編
」
と
し
て
ま
と
め
つ
つ
あ
る

の
で
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

　

書
誌
の
掲
出
方
法
は
、
次
の
通
り
。

一
、
訳
者
（
注
二
）
ご
と
に
掲
出
す
る
（
共
著
を
含
む
）。

二
、 

訳
者
の
掲
出
順
は
、
そ
の
訳
者
に
お
け
る
初
出
の
現
代
語
訳
の
刊
行
年

月
日
が
古
い
順
と
し
た
。

三
、 

書
籍
の
出
版
形
態
に
よ
り
、
訳
者
ご
と
に
《
単
行
本
》、《
叢
書
》、《
文

庫
》
に
三
分
類
し
た
。

四
、
右
の
三
分
類
中
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
刊
行
年
月
日
の
順
と
し
た
。

注
一
： 

調
査
の
限
界
性
お
よ
び
「
広
く
一
般
読
者
に
向
け
て
」
い
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
自
費
出
版
に
つ
い
て
も
除
外
す
る
。

注
二
： 

訳
者
氏
名
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
奥
付
ど
お
り
と
し
た
。
訳
者
名
の
下
部

に
生
没
年
を
記
し
た
。

吉
澤
義
則　
一
八
七
六
〜
一
九
五
四
年

《
単
行
本
》

『
逐
語
全
譯
　
源
氏
物
語
』
全
六
巻
。
文
献
書
院
。

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号　

二
〇
一
九
・
三　

三
九
―
五
九

『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成　
―
〈
全
訳
〉
編
（
与
謝
野
晶
子
・
谷
崎
潤
一
郎
を
除
く
）
―
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

四
一

「
源
氏
物
語　

う
ぢ
十
帖
上
」　
（
橋
姫
〜
寄
生
）　　

大
正
一
三
年　

八
月
一
八
日　

三
〇
九
頁

「
源
氏
物
語　

宇
治
十
帖
下
」　
（
東
屋
〜
夢
浮
橋
）　

大
正
一
三
年
一
一
月　

八
日　

三
二
九
頁

サ
イ
ズ　

：
二
二
．
〇
×
一
五
．
〇
㎝

一
頁
行
数
：
一
四
行
（
本
文
）、
三
七
行
（
頭
注
）

一
行
字
数
：
四
〇
字
（
本
文
）、　

八
字
（
頭
注
）

　
《
全
譯
王
朝
文
學
叢
書
》
全
一
二
巻
の
「
第
四
巻
」
か
ら
「
第
九
巻
」。

奥
付
に
は
、
著
作
者
と
し
て
吉
澤
義
則
の
名
が
単
独
で
記
さ
れ
て
い
る

が
、
内
表
紙
裏
に
訳
者
と
し
て
、
次
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
吉
澤

義
則
、
加
藤
順
三
、
春
日
政
治
、
吉
川
理
吉
、
能
勢
朝
次
、
有
川
武

彦
、
木
枝
增
一
、
宮
田
和
一
郎
、
島
田
退
蔵
、
鈴
鹿
三
七
。

　
「
源
氏
も
の
か
た
り　

一
」
の
巻
頭
に
は
「
源
氏
物
語
系
圖
」、「
源

氏
物
語　

う
ぢ
十
帖
上
」
の
巻
頭
に
は
「
宇
治
十
帖
略
系
圖
」
を
そ
れ

ぞ
れ
お
く
。

　

奥
付
書
名
は
、
叢
書
名
と
叢
書
の
全
体
か
ら
み
た
巻
数
が
記
載
さ
れ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。
右
の
書
名
は
表
紙
に
記
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
、

本
文
の
前
に
は
内
表
紙
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い

る
。

「
源
氏
物
語
一　

桐
壺　

帚
木　

空
蟬　

夕
顔　

若
菜　

末
摘

花　

紅
葉
賀　

花
宴
」

「
源
氏
物
語
二　

あ
ふ
ひ　

さ
か
き　

花
ち
る
里　

須
磨　

明

石　

澪
標　

蓬
生　

關
谷　

繪
合　

松
風　

う
す
雲　

あ
さ
が

ほ　

少
女
」

「
源
氏
物
語
三　

玉
葛　

初
音　

胡
蝶　

螢　

常
夏　

篝
火　

野
分　

行
幸　

藤
袴　

眞
木
柱
」

「
源
氏
物
語
四　

梅
枝　

藤
裏
葉　

若
菜
（
上
）　

同
（
下
）　

柏
木　

横
笛　

鈴
虫　

夕
霧　

御
法　

幻　

雲
隠　

匂
宮　

紅

梅　

竹
河
」

「
源
氏
物
語
五　

宇
治
十
帖　

上
」

「
源
氏
物
語
六　

宇
治
十
帖　

下
」

　

装
丁
・
挿
絵
は
、
菊
池
契
月
、
中
村
大
三
郎
。
天
金
。
各
巻
の
巻
頭
に

は
、
色
付
き
挿
絵
が
一
枚
付
さ
れ
て
い
る
。

　

価
格
に
つ
い
て
は
、
非
売
品
と
な
っ
て
い
る
が
、
宮
田
和
一
郎
著
『
頭

注
對
譯　

源
氏
物
語
』
全
五
巻
（
文
献
書
院
）
の
「
空
蟬　

夕
顔　

若

紫
」（
大
正
一
四
年
九
月
五
日
発
行
）
の
巻
末
広
告
に
、「
予
約
定
価
一
冊

三
円
（
送
料
一
七
銭
）」
と
の
記
載
が
あ
る
。

沼
澤
龍
雄
ほ
か　

生
没
年
は
後
記

《
単
行
本
》

『
源
氏
物
語
總
釋
』
全
六
巻
。
楽
浪
書
院
。

「
第
一
巻
」　
（
桐
壺
〜
葵
）　　
　

昭
和
一
三
年　

二
月
一
五
日　

五
七
四
頁

「
第
二
巻
」　
（
賢
木
〜
槿
）　　
　

昭
和
一
二
年　

五
月　

五
日　

五
四
七
頁

「
第
三
巻
」　
（
乙
女
〜
藤
裏
葉
）　

昭
和
一
二
年　

八
月
一
五
日　

五
六
〇
頁

「
第
四
巻
」　
（
若
菜
上
〜
鈴
蟲
）　

昭
和
一
三
年　

一
月
二
五
日　

四
六
五
頁

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号

四
〇

「
一
」　
（
桐
壺
〜
花
宴
）　　

昭
和　

三
年　

八
月
三
一
日　

三
五
七
頁

「
二
」　
（
あ
ふ
ひ
〜
少
女
）　

昭
和　

三
年　

八
月
三
一
日　

五
二
四
頁

「
三
」　
（
玉
葛
〜
眞
木
柱
）　

昭
和　

三
年　

八
月
三
一
日　

二
八
一
頁

「
四
」　
（
梅
枝
〜
竹
河
）　　

昭
和　

三
年　

八
月
三
一
日　

五
九
九
頁

「
五
」　
（
橋
姫
〜
寄
生
）　　

昭
和　

三
年　

八
月
三
一
日　

三
〇
九
頁

「
六
」　
（
東
屋
〜
夢
浮
橋
）　

昭
和　

三
年　

八
月
三
一
日　

三
二
九
頁

サ
イ
ズ　

：
二
二
．
〇
×
一
五
．
〇
㎝

一
頁
行
数
：
一
四
行
（
本
文
）、
三
七
行
（
頭
注
）

一
行
字
数
：
四
〇
字
（
本
文
）、　

八
字
（
頭
注
）

　
「
第
一
巻
」
巻
頭
に
は
、
作
者
（
紫
式
部
）
紹
介
な
ど
の
解
説
が
一

頁
分
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
目
次
」・「
源
氏
物
語
系
圖
」・「
源

氏
物
語
年
立
」
と
続
く
。
表
紙
書
名
（
奥
付
に
書
名
は
な
い
）
の
右
横

に
「
文
學
博
士　

吉
澤
義
則
主
幹
」
と
あ
る
。
本
文
お
よ
び
表
紙
デ
ザ

イ
ン
は
、《
全
譯
王
朝
文
學
叢
書
》『
源
氏
物
語
』
と
同
じ
。

　

奥
付
に
よ
る
と
、
上
下
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
三
冊
ず
つ
函
に
納

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
上
函
、
下
函
そ
れ
ぞ
れ
の
定
価

は
、
四
円
五
〇
銭
。

　

『
逐
語
　
源
氏
物
語
　
全
譯
』
全
六
巻
。
日
本
文
學
社
。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
花
宴
）　　

昭
和
一
二
年　

九
月　

一
日　

三
五
七
頁

「
二
」　
（
あ
ふ
ひ
〜
乙
女
）　

昭
和
一
二
年　

九
月　

一
日　

五
二
四
頁

「
三
」　
（
玉
葛
〜
眞
木
柱
）　

昭
和
一
二
年　

九
月　

一
日　

二
八
一
頁

「
四
」　
（
梅
枝
〜
竹
河
）　　

昭
和
一
二
年　

九
月　

一
日　

五
九
九
頁

「
五
」　
（
橋
姫
〜
寄
生
）　　

昭
和
一
二
年　

九
月　

一
日　

三
〇
九
頁

「
六
」　
（
東
屋
〜
夢
浮
橋
）　

昭
和
一
二
年　

九
月　

一
日　

三
二
九
頁

サ
イ
ズ　

：
二
一
．
八
×
一
四
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
四
行
（
本
文
）、
三
七
行
（
頭
注
）

一
行
字
数
：
四
〇
字
（
本
文
）、　

八
行
（
頭
注
）

　

昭
和
三
年
八
月
三
一
日
に
文
献
書
院
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
逐
語
全
譯　

源
氏
物
語
』
の
再
版
発
行
。
内
容
お
よ
び
定
価
は
同
じ
。
表
紙
の
書
名

（
奥
付
に
書
名
は
な
い
）
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
献
書
院
版

表
紙
に
は
「
文
學
博
士　

吉
澤
義
則
主
幹
」
と
あ
っ
た
が
、
本
書
表
紙

は
「
文
學
博
士　

吉
澤
義
則
著
」
で
あ
る
。

　

な
お
、
紙
質
が
異
な
る
た
め
、
一
冊
あ
た
り
の
厚
み
が
大
幅
に
増

す
。

《
叢
書
》

『
源
氏
物
語
』
全
六
巻
。
王
朝
文
學
叢
書
刊
行
會
。

「
源
氏
も
の
か
た
り　

一
」　　
（
桐
壺
〜
花
宴
）　　

大
正
一
四
年　

六
月
一
八
日　

三
五
七
頁

「
源
氏
も
の
か
た
り　

二
」　　
（
あ
ふ
ひ
〜
少
女
）　

大
正
一
四
年　

一
月
二
〇
日　

五
二
四
頁

「
源
氏
物
語　

三
」　　
　
　
　
（
玉
葛
〜
眞
木
柱
）　

大
正
一
四
年
一
二
月
一
八
日　

二
八
一
頁

「
源
氏
も
の
か
た
り　

四
」　　
（
梅
枝
〜
竹
河
）　　

大
正
一
五
年
一
〇
月　

六
日　

五
九
九
頁
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

四
一

「
源
氏
物
語　

う
ぢ
十
帖
上
」　
（
橋
姫
〜
寄
生
）　　

大
正
一
三
年　

八
月
一
八
日　

三
〇
九
頁

「
源
氏
物
語　

宇
治
十
帖
下
」　
（
東
屋
〜
夢
浮
橋
）　

大
正
一
三
年
一
一
月　

八
日　

三
二
九
頁

サ
イ
ズ　

：
二
二
．
〇
×
一
五
．
〇
㎝

一
頁
行
数
：
一
四
行
（
本
文
）、
三
七
行
（
頭
注
）

一
行
字
数
：
四
〇
字
（
本
文
）、　

八
字
（
頭
注
）

　
《
全
譯
王
朝
文
學
叢
書
》
全
一
二
巻
の
「
第
四
巻
」
か
ら
「
第
九
巻
」。

奥
付
に
は
、
著
作
者
と
し
て
吉
澤
義
則
の
名
が
単
独
で
記
さ
れ
て
い
る

が
、
内
表
紙
裏
に
訳
者
と
し
て
、
次
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
吉
澤

義
則
、
加
藤
順
三
、
春
日
政
治
、
吉
川
理
吉
、
能
勢
朝
次
、
有
川
武

彦
、
木
枝
增
一
、
宮
田
和
一
郎
、
島
田
退
蔵
、
鈴
鹿
三
七
。

　
「
源
氏
も
の
か
た
り　

一
」
の
巻
頭
に
は
「
源
氏
物
語
系
圖
」、「
源

氏
物
語　

う
ぢ
十
帖
上
」
の
巻
頭
に
は
「
宇
治
十
帖
略
系
圖
」
を
そ
れ

ぞ
れ
お
く
。

　

奥
付
書
名
は
、
叢
書
名
と
叢
書
の
全
体
か
ら
み
た
巻
数
が
記
載
さ
れ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。
右
の
書
名
は
表
紙
に
記
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
、

本
文
の
前
に
は
内
表
紙
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い

る
。

「
源
氏
物
語
一　

桐
壺　

帚
木　

空
蟬　

夕
顔　

若
菜　

末
摘

花　

紅
葉
賀　

花
宴
」

「
源
氏
物
語
二　

あ
ふ
ひ　

さ
か
き　

花
ち
る
里　

須
磨　

明

石　

澪
標　

蓬
生　

關
谷　

繪
合　

松
風　

う
す
雲　

あ
さ
が

ほ　

少
女
」

「
源
氏
物
語
三　

玉
葛　

初
音　

胡
蝶　

螢　

常
夏　

篝
火　

野
分　

行
幸　

藤
袴　

眞
木
柱
」

「
源
氏
物
語
四　

梅
枝　

藤
裏
葉　

若
菜
（
上
）　

同
（
下
）　

柏
木　

横
笛　

鈴
虫　

夕
霧　

御
法　

幻　

雲
隠　

匂
宮　

紅

梅　

竹
河
」

「
源
氏
物
語
五　

宇
治
十
帖　

上
」

「
源
氏
物
語
六　

宇
治
十
帖　

下
」

　

装
丁
・
挿
絵
は
、
菊
池
契
月
、
中
村
大
三
郎
。
天
金
。
各
巻
の
巻
頭
に

は
、
色
付
き
挿
絵
が
一
枚
付
さ
れ
て
い
る
。

　

価
格
に
つ
い
て
は
、
非
売
品
と
な
っ
て
い
る
が
、
宮
田
和
一
郎
著
『
頭

注
對
譯　

源
氏
物
語
』
全
五
巻
（
文
献
書
院
）
の
「
空
蟬　

夕
顔　

若

紫
」（
大
正
一
四
年
九
月
五
日
発
行
）
の
巻
末
広
告
に
、「
予
約
定
価
一
冊

三
円
（
送
料
一
七
銭
）」
と
の
記
載
が
あ
る
。

沼
澤
龍
雄
ほ
か　

生
没
年
は
後
記

《
単
行
本
》

『
源
氏
物
語
總
釋
』
全
六
巻
。
楽
浪
書
院
。

「
第
一
巻
」　
（
桐
壺
〜
葵
）　　
　

昭
和
一
三
年　

二
月
一
五
日　

五
七
四
頁

「
第
二
巻
」　
（
賢
木
〜
槿
）　　
　

昭
和
一
二
年　

五
月　

五
日　

五
四
七
頁

「
第
三
巻
」　
（
乙
女
〜
藤
裏
葉
）　

昭
和
一
二
年　

八
月
一
五
日　

五
六
〇
頁

「
第
四
巻
」　
（
若
菜
上
〜
鈴
蟲
）　

昭
和
一
三
年　

一
月
二
五
日　

四
六
五
頁
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

四
三

風
巻
景
次
郎　

一
九
〇
二
〜
一
九
六
〇
年

福
井
久
蔵　
　

一
八
六
七
〜
一
九
五
一
年

佐
伯
梅
友　
　

一
八
九
九
〜
一
九
九
四
年

松
尾
聰　
　
　

一
九
〇
七
〜
一
九
九
七
年

加
藤
順
三　
　

一
八
八
五
〜
一
九
六
一
年

島
田
退
蔵　
　

一
八
八
九
〜
一
九
七
七
年

窪
田
敏
夫　
　

一
八
九
九
〜
一
九
六
七
年

志
田
延
義　
　

一
九
〇
六
〜
二
〇
〇
三
年

久
松
潜
一　
　

一
八
九
四
〜
一
九
七
六
年

藤
田
德
太
郎　

一
九
〇
一
〜
一
九
四
五
年

篠
田
太
郎　
　

一
九
〇
一
〜
一
九
八
六
年

山
岸
德
平　
　

一
八
九
三
〜
一
九
八
七
年

窪
田
空
穂　
一
八
七
七
〜
一
九
六
七
年

《
単
行
本
》

『
現
代
語
譯
　
源
氏
物
語
』
全
八
巻
。
改
造
社
。

「
第
一
巻
」　
（
桐
壺
〜
末
摘
花
）　　

昭
和
二
二
年　

五
月
二
〇
日　

三
〇
八
頁

「
第
二
巻
」　
（
紅
葉
賀
〜
明
石
）　　

昭
和
二
二
年　

八
月
三
〇
日　

三
〇
一
頁

「
第
三
巻
」　
（
澪
標
〜
玉
鬘
）　　
　

昭
和
二
二
年
一
一
月
一
五
日　

三
一
八
頁

「
第
四
巻
」　
（
初
音
〜
梅
枝
）　　
　

昭
和
二
三
年　

二
月
二
七
日　

二
六
九
頁

「
第
五
巻
」　
（
藤
裏
葉
〜
若
菜
下
）　

昭
和
二
三
年　

七
月
三
〇
日　

二
六
四
頁

「
第
六
巻
」　
（
柏
木
〜
竹
河
）　　
　

昭
和
二
三
年
一
一
月
三
〇
日　

三
〇
八
頁

「
第
七
巻
」　
（
橋
姫
〜
宿
木
）　　
　

昭
和
二
四
年　

六
月
一
〇
日　

三
〇
五
頁

「
第
八
巻
」　
（
東
屋
〜
夢
浮
橋
）　　

昭
和
二
四
年　

七
月
三
〇
日　

二
九
二
頁

サ
イ
ズ　

：
一
七
．
五
×
一
二
．
二
㎝

一
頁
行
数
：
一
四
行

一
行
字
数
：
四
三
字

　

奥
付
の
書
名
は
、『
現
代
語
譯　

源
氏
物
語
』
と
な
っ
て
い
る
が
、

背
お
よ
び
表
紙
の
書
名
は
『
源
氏
物
語
』。
そ
れ
ぞ
れ
の
帖
の
最
後
に

注
を
ま
と
め
て
い
る
。
解
説
は
、
窪
田
空
穂
が
執
筆
。
な
お
、「
源
氏

物
語
絵
巻
」
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
田
中
一
松
が
執
筆
。
装
丁
は
、
中

澤
弘
光
。
題
箋
は
、
窪
田
空
穂
。

　
「
例
言
」
に
お
い
て
「
逐
語
訳
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

同
「
例
言
」
の
最
後
に
「
本
書
は
、「
改
造
文
庫
」
と
し
て
刊
行
し
た

物
に
、
改
訂
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
文
庫
本
は
未
完
の
物
で
あ

つ
た
の
を
、
今
回
改
版
す
る
に
つ
き
、
完
譯
と
し
た
物
で
あ
る
」
と
あ

る
。
な
お
、「
未
完
の
文
庫
本
」
と
は
、
昭
和
一
四
年
一
〇
月
か
ら
昭

和
一
八
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
現
代
語
譯　

源
氏
物
語
』
全
八
巻
を

指
す
。
そ
の
「
八
」
は
、「
柏
木
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。

《
叢
書
》

『
現
代
語
譯
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
角
川
書
店
。

「
Ⅰ
」　
（
桐
壺
〜
梅
枝
）　　
　

昭
和
四
二
年
一
〇
月
一
〇
日　

五
六
七
頁

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号

四
二

「
第
五
巻
」　
（
夕
霧
〜
早
蕨
）　　

昭
和
一
三
年　

九
月
三
〇
日　

六
五
二
頁

「
第
六
巻
」　
（
宿
木
〜
夢
浮
橋
）　

昭
和
一
四
年　

八
月
二
〇
日　

五
八
四
頁

サ
イ
ズ　

：
一
三
．
〇
×
一
八
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
四
行
（
本
文
）、
一
八
行
（
原
文
）

一
行
字
数
：
二
九
字
（
本
文
）、
一
四
字
（
原
文
）

　

帖
に
よ
っ
て
訳
者
が
異
な
る
。
ま
た
、「
第
一
巻
」
か
ら
「
第
六
巻
」

ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
著
者
代
表
」
も
異
な
る
。「
著
者
代
表
」
は
、

次
の
通
り
。

「
第
一
巻
」
沼
澤
龍
雄

「
第
二
巻
」
風
巻
景
次
郎

「
第
三
巻
」
松
尾
聰

「
第
四
巻
」
加
藤
順
三　

島
田
退
蔵

「
第
五
巻
」
藤
田
德
太
郎

「
第
六
巻
」
篠
田
太
郎　

山
岸
德
平

　

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帖
の
訳
者
を
記
す
。

　
「
桐
壺
」「
帚
木
」「
空
蟬
」
沼
澤
龍
雄
、「
夕
顔
」「
若
紫
」
亀

田
純
一
郎
、「
末
摘
花
」「
紅
葉
賀
」「
花
宴
」「
葵
」
平
林
治
德
、

「
賢
木
」「
花
散
里
」
尾
上
八
郎
、「
須
磨
」「
明
石
」「
澪
標
」「
蓬

生
」
石
村
貞
吉
、「
関
屋
」「
繪
合
」「
松
風
」「
薄
雲
」「
槿
」
風

巻
景
次
郎
、「
少
女
」「
玉
鬘
」「
初
音
」
福
井
久
蔵
、「
胡
蝶
」

「
螢
」「
常
夏
」「
篝
火
」「
野
分
」「
行
幸
」
佐
伯
梅
友
、「
藤
袴
」

「
眞
木
柱
」「
梅
枝
」「
藤
裏
葉
」
松
尾
聰
、「
若
菜
上
」
加
藤
順

三
、「
若
菜
下
」「
柏
木
」
島
田
退
蔵
、「
横
笛
」「
鈴
蟲
」
加
藤
順

三
、「
夕
霧
」「
御
法
」「
幻
」「（
雲
隠
）」
窪
田
敏
夫
、「
匂
宮
」

「
紅
梅
」「
竹
河
」
志
田
延
義
、「
橋
姫
」「
椎
本
」
久
松
潜
一
、

「
總
角
」「
早
蕨
」
藤
田
德
太
郎
、「
宿
木
」「
東
屋
」「
浮
舟
」「
蜻

蛉
」
篠
田
太
郎
、「
手
習
」「
夢
浮
橋
」
山
岸
德
平
。

　

な
お
、「
第
一
巻
」
に
あ
る
概
説
は
、
島
津
久
基
。

　

現
代
語
訳
を
上
部
に
、
原
文
は
ポ
イ
ン
ト
数
を
落
と
し
た
文
字
で
下

部
に
お
い
て
い
る
。
注
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帖
の
最
後
に
ま
と
め
る
と
い

う
構
成
。

　

定
価
は
、
二
円
。

　

※ 

『
源
氏
物
語
總
釋
』
全
六
巻
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に

よ
っ
て
著
者
代
表
が
異
な
る
。
ま
た
、
五
十
四
帖
の
そ
れ
ぞ
れ
の

帖
に
よ
っ
て
訳
者
が
異
な
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
の
分
類
に
お
い
て

は
、〈
部
分
訳
〉
に
分
類
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
か
え
っ
て
混

乱
を
招
く
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、〈
全
訳
〉
と
し
て
ま
と
め
た
。

　

訳
者
生
没
年
は
、
次
の
通
り
。

沼
澤
龍
雄　
　
（
不
明
）　

〜
一
九
四
五
年

亀
田
純
一
郎　

一
九
〇
四
〜
一
九
七
〇
年

平
林
治
徳　
　

一
八
八
九
〜
一
九
五
九
年

尾
上
八
郎　
　

一
八
七
六
〜
一
九
五
七
年

石
村
貞
吉　
　

一
八
七
六
〜
一
九
七
三
年
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

四
三

風
巻
景
次
郎　

一
九
〇
二
〜
一
九
六
〇
年

福
井
久
蔵　
　

一
八
六
七
〜
一
九
五
一
年

佐
伯
梅
友　
　

一
八
九
九
〜
一
九
九
四
年

松
尾
聰　
　
　

一
九
〇
七
〜
一
九
九
七
年

加
藤
順
三　
　

一
八
八
五
〜
一
九
六
一
年

島
田
退
蔵　
　

一
八
八
九
〜
一
九
七
七
年

窪
田
敏
夫　
　

一
八
九
九
〜
一
九
六
七
年

志
田
延
義　
　

一
九
〇
六
〜
二
〇
〇
三
年

久
松
潜
一　
　

一
八
九
四
〜
一
九
七
六
年

藤
田
德
太
郎　

一
九
〇
一
〜
一
九
四
五
年

篠
田
太
郎　
　

一
九
〇
一
〜
一
九
八
六
年

山
岸
德
平　
　

一
八
九
三
〜
一
九
八
七
年

窪
田
空
穂　
一
八
七
七
〜
一
九
六
七
年

《
単
行
本
》

『
現
代
語
譯
　
源
氏
物
語
』
全
八
巻
。
改
造
社
。

「
第
一
巻
」　
（
桐
壺
〜
末
摘
花
）　　

昭
和
二
二
年　

五
月
二
〇
日　

三
〇
八
頁

「
第
二
巻
」　
（
紅
葉
賀
〜
明
石
）　　

昭
和
二
二
年　

八
月
三
〇
日　

三
〇
一
頁

「
第
三
巻
」　
（
澪
標
〜
玉
鬘
）　　
　

昭
和
二
二
年
一
一
月
一
五
日　

三
一
八
頁

「
第
四
巻
」　
（
初
音
〜
梅
枝
）　　
　

昭
和
二
三
年　

二
月
二
七
日　

二
六
九
頁

「
第
五
巻
」　
（
藤
裏
葉
〜
若
菜
下
）　

昭
和
二
三
年　

七
月
三
〇
日　

二
六
四
頁

「
第
六
巻
」　
（
柏
木
〜
竹
河
）　　
　

昭
和
二
三
年
一
一
月
三
〇
日　

三
〇
八
頁

「
第
七
巻
」　
（
橋
姫
〜
宿
木
）　　
　

昭
和
二
四
年　

六
月
一
〇
日　

三
〇
五
頁

「
第
八
巻
」　
（
東
屋
〜
夢
浮
橋
）　　

昭
和
二
四
年　

七
月
三
〇
日　

二
九
二
頁

サ
イ
ズ　

：
一
七
．
五
×
一
二
．
二
㎝

一
頁
行
数
：
一
四
行

一
行
字
数
：
四
三
字

　

奥
付
の
書
名
は
、『
現
代
語
譯　

源
氏
物
語
』
と
な
っ
て
い
る
が
、

背
お
よ
び
表
紙
の
書
名
は
『
源
氏
物
語
』。
そ
れ
ぞ
れ
の
帖
の
最
後
に

注
を
ま
と
め
て
い
る
。
解
説
は
、
窪
田
空
穂
が
執
筆
。
な
お
、「
源
氏

物
語
絵
巻
」
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
田
中
一
松
が
執
筆
。
装
丁
は
、
中

澤
弘
光
。
題
箋
は
、
窪
田
空
穂
。

　
「
例
言
」
に
お
い
て
「
逐
語
訳
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

同
「
例
言
」
の
最
後
に
「
本
書
は
、「
改
造
文
庫
」
と
し
て
刊
行
し
た

物
に
、
改
訂
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
文
庫
本
は
未
完
の
物
で
あ

つ
た
の
を
、
今
回
改
版
す
る
に
つ
き
、
完
譯
と
し
た
物
で
あ
る
」
と
あ

る
。
な
お
、「
未
完
の
文
庫
本
」
と
は
、
昭
和
一
四
年
一
〇
月
か
ら
昭

和
一
八
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
現
代
語
譯　

源
氏
物
語
』
全
八
巻
を

指
す
。
そ
の
「
八
」
は
、「
柏
木
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。

《
叢
書
》

『
現
代
語
譯
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
角
川
書
店
。

「
Ⅰ
」　
（
桐
壺
〜
梅
枝
）　　
　

昭
和
四
二
年
一
〇
月
一
〇
日　

五
六
七
頁



　 59 　

『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

四
五

「（
下
）」　
（
橋
姫
〜
夢
浮
橋
）　

昭
和
三
七
年　

四
月
一
〇
日　

三
九
五
頁

サ
イ
ズ　

：
二
二
．
五
×
一
五
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
二
三
行
（
二
段
組
み
一
段
）

一
行
字
数
：
三
一
字
（
二
段
組
み
一
段
）

　
《
古
典
日
本
文
学
全
集
》
全
三
六
巻
（
別
巻
一
巻
）
の
「
４
」、「
５
」、

「
６
」。
内
表
紙
に
は
、
著
者
名
の
ほ
か
に
、「
改
訂　

山
岸
徳
平
」
と

あ
る
。
装
丁
は
、
庫
田
叕
。
各
巻
巻
末
に
は
、「
解
説
」「
鑑
賞
」「
研

究
」「
系
図
」
な
ど
が
付
さ
れ
る
。
本
文
中
に
、
適
宜
写
真
、
絵
巻
な

ど
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
附
録
あ
り
。
な
お
、
上
巻
解
説
に
お
い
て
、

山
岸
徳
平
は
、
本
書
の
原
本
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

こ
の
口
語
訳
原
本
は
吉
沢
義
則
他
訳
「
全
訳
王
朝
文
学
叢
書
」

の
中
の
一
部
と
し
て
、
大
正
十
三
年
か
ら
昭
和
二
年
に
わ
た
り
、

王
朝
文
学
叢
書
刊
行
会
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
、

六
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

訳
者
生
没
年
は
、
次
の
通
り
。

吉
沢
義
則　
　

一
八
七
六
〜
一
九
五
四
年

加
藤
順
三　
　

一
八
八
五
〜
一
九
六
一
年

宮
田
和
一
郎　

一
八
九
〇
〜
一
九
八
九
年

島
田
退
蔵　
　

一
八
八
九
〜
一
九
七
〇
年

『
源
氏
物
語
』
全
三
巻
。
筑
摩
書
房
。

「（
上
）」　
（
桐
壺
〜
乙
女
）　　

昭
和
三
九
年
一
二
月
二
〇
日　

四
三
一
頁

「（
中
）」　
（
玉
鬘
〜
竹
河
）　　

昭
和
四
〇
年　

一
月
二
五
日　

四
四
八
頁

「（
下
）」　
（
橋
姫
〜
夢
浮
橋
）　

昭
和
四
〇
年　

二
月
二
五
日　

三
九
五
頁

サ
イ
ズ　

：
二
二
．
五
×
一
五
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
二
三
行
（
二
段
組
み
一
段
）

一
行
字
数
：
三
一
字
（
二
段
組
み
一
段
）

　

普
及
版
。
昭
和
三
六
年
版
に
は
「
装
幀　

庫
田
叕
」
と
記
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
記
述
は
な
く
、
製
本
に
つ
い
て
は
「
有
限
会
社　

矢
島
製

本
所
」
か
ら
「
和
田
製
本
工
業
所
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

玉
上
琢
彌　
一
九
一
五
〜
一
九
九
六
年

《
文
庫
》

『
源
氏
物
語
』
全
十
巻
。
角
川
書
店
。

「
第
一
巻
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

昭
和
三
九
年　

五
月
一
八
日　

三
八
〇
頁

「
第
二
巻
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

昭
和
四
〇
年　

二
月
二
五
日　

三
九
〇
頁

「
第
三
巻
」　
（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

昭
和
四
一
年　

二
月
二
五
日　

四
一
二
頁

「
第
四
巻
」　
（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

昭
和
四
三
年
一
二
月
二
〇
日　

三
七
五
頁

「
第
五
巻
」　
（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

昭
和
四
四
年　

五
月
三
〇
日　

四
〇
二
頁

「
第
六
巻
」　
（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

昭
和
四
五
年
一
〇
月
一
〇
日　

四
〇
三
頁

「
第
七
巻
」　
（
柏
木
〜
雲
隠
）　　
　

昭
和
四
六
年　

六
月
二
〇
日　

三
九
二
頁

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号

四
四

「
Ⅱ
」　
（
藤
裏
葉
〜
夢
浮
橋
）　

昭
和
四
二
年
一
二
月
一
〇
日　

五
六
四
頁

サ
イ
ズ　

：
二
一
．
七
×
一
六
．
〇
㎝

一
頁
行
数
：
二
四
行
（
二
段
組
み
一
段
）

一
行
字
数
：
二
八
字
（
二
段
組
み
一
段
）

　
《
窪
田
空
穂
全
集
》
全
二
九
巻
の
う
ち
「
第
二
十
七
巻
」、「
第
二
十

八
巻
」。『
現
代
語
譯　

源
氏
物
語
』
全
八
巻
を
収
載
。「
Ⅰ
」
の
巻
頭

に
、「
は
じ
め
て
源
氏
物
語
を
読
む
人
の
た
め
に
」
を
お
く
。「
解
題
」

は
、
窪
田
章
一
郎
。

　
「
付
記
」
に
は
、
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
こ
と
、
各
帖
の
は
じ
め

に
石
原
昭
平
に
よ
る
略
系
図
と
梗
概
を
加
え
た
こ
と
、
挿
入
写
真
は
、

藤
平
春
男
、
上
野
理
、
高
橋
尚
子
の
協
力
を
得
た
こ
と
、
本
文
校
合
に

は
、
窪
田
章
一
郎
が
あ
た
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

佐
成
謙
太
郎　
一
八
九
〇
〜
一
九
六
六
年

《
単
行
本
》

『
對
訳
源
氏
物
語
』
全
八
巻
。
明
治
書
院
。

「
第
一
」　
（
桐
壺
〜
花
宴
）　　
　

昭
和
二
六
年　

七
月
二
五
日　
　

二
九
七
頁

「
第
二
」　
（
葵
〜
松
風
）　　
　
　

昭
和
二
六
年
一
〇
月　

五
日　
　

六
三
二
頁

「
第
三
」　
（
薄
雲
〜
藤
袴
）　　
　

昭
和
二
六
年
一
二
月
一
〇
日　
　

九
六
四
頁

「
第
四
」　
（
真
木
柱
〜
若
菜
下
）　

昭
和
二
七
年　

四
月
一
五
日　

一
二
九
二
頁

「
第
五
」　
（
柏
木
〜
竹
河
）　　
　

昭
和
二
七
年　

七
月　

五
日　

一
五
九
一
頁

「
第
六
」　
（
橋
姫
〜
宿
木
）　　
　

昭
和
二
七
年　

九
月
二
五
日　

一
九
一
四
頁

「
第
七
」　
（
東
屋
〜
夢
浮
橋
）　　

昭
和
二
七
年
一
二
月
二
〇
日　

二
二
三
七
頁

「
別
巻
」　
（
総
説
・
風
俗
概
説
・
風
俗
図
録
・
人
名
辞
典
・
系
図
・
年
表
）

昭
和
二
八
年　

八
月
一
〇
日　
　

二
九
二
頁

サ
イ
ズ　

：
二
一
．
〇
×
一
五
．
〇
㎝

一
頁
行
数
：
二
二
行
（
本
文
）、
二
二
行
（
原
文
）

一
行
字
数
：
三
六
字
（
本
文
）、
一
八
字
（
原
文
）

　

現
代
語
訳
は
「
第
七
」
ま
で
で
、「
別
巻
」
の
背
に
は
、『
源
氏
物
語

総
覧　

対
訳
源
氏
物
語　

別
巻
』
と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
帖
の
冒
頭

に
、
そ
の
帖
の
あ
ら
す
じ
や
簡
単
な
解
説
を
お
い
て
い
る
。
小
見
出
し

付
き
。
現
代
語
訳
部
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
大
き
く
取
り
、
そ
の
上
に
原
文

が
あ
る
。
著
者
は
、「
ま
え
が
き
」
に
「
こ
の
貴
重
な
文
化
財
を
、
一

字
一
句
を
も
損
じ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、
現
代
語
訳
に
復
元
し
よ
う

と
試
み
た
の
が
、
こ
の
「
対
訳
源
氏
物
語
」
で
あ
り
ま
す
。」
と
記
し

て
い
る
。

吉
沢
義
則
・
加
藤
順
三
・
宮
田
和
一
郎
・
島
田
退
蔵　
生
没
年
は
後
記

《
叢
書
》

『
源
氏
物
語
』
全
三
巻
。
筑
摩
書
房
。

「（
上
）」　
（
桐
壺
〜
乙
女
）　　

昭
和
三
六
年　

六
月　

五
日　

四
三
一
頁

「（
中
）」　
（
玉
鬘
〜
竹
河
）　　

昭
和
三
六
年
一
一
月
一
〇
日　

四
四
八
頁
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

四
五

「（
下
）」　
（
橋
姫
〜
夢
浮
橋
）　

昭
和
三
七
年　

四
月
一
〇
日　

三
九
五
頁

サ
イ
ズ　

：
二
二
．
五
×
一
五
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
二
三
行
（
二
段
組
み
一
段
）

一
行
字
数
：
三
一
字
（
二
段
組
み
一
段
）

　
《
古
典
日
本
文
学
全
集
》
全
三
六
巻
（
別
巻
一
巻
）
の
「
４
」、「
５
」、

「
６
」。
内
表
紙
に
は
、
著
者
名
の
ほ
か
に
、「
改
訂　

山
岸
徳
平
」
と

あ
る
。
装
丁
は
、
庫
田
叕
。
各
巻
巻
末
に
は
、「
解
説
」「
鑑
賞
」「
研

究
」「
系
図
」
な
ど
が
付
さ
れ
る
。
本
文
中
に
、
適
宜
写
真
、
絵
巻
な

ど
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
附
録
あ
り
。
な
お
、
上
巻
解
説
に
お
い
て
、

山
岸
徳
平
は
、
本
書
の
原
本
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

こ
の
口
語
訳
原
本
は
吉
沢
義
則
他
訳
「
全
訳
王
朝
文
学
叢
書
」

の
中
の
一
部
と
し
て
、
大
正
十
三
年
か
ら
昭
和
二
年
に
わ
た
り
、

王
朝
文
学
叢
書
刊
行
会
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
、

六
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

訳
者
生
没
年
は
、
次
の
通
り
。

吉
沢
義
則　
　

一
八
七
六
〜
一
九
五
四
年

加
藤
順
三　
　

一
八
八
五
〜
一
九
六
一
年

宮
田
和
一
郎　

一
八
九
〇
〜
一
九
八
九
年

島
田
退
蔵　
　

一
八
八
九
〜
一
九
七
〇
年

『
源
氏
物
語
』
全
三
巻
。
筑
摩
書
房
。

「（
上
）」　
（
桐
壺
〜
乙
女
）　　

昭
和
三
九
年
一
二
月
二
〇
日　

四
三
一
頁

「（
中
）」　
（
玉
鬘
〜
竹
河
）　　

昭
和
四
〇
年　

一
月
二
五
日　

四
四
八
頁

「（
下
）」　
（
橋
姫
〜
夢
浮
橋
）　

昭
和
四
〇
年　

二
月
二
五
日　

三
九
五
頁

サ
イ
ズ　

：
二
二
．
五
×
一
五
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
二
三
行
（
二
段
組
み
一
段
）

一
行
字
数
：
三
一
字
（
二
段
組
み
一
段
）

　

普
及
版
。
昭
和
三
六
年
版
に
は
「
装
幀　

庫
田
叕
」
と
記
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
記
述
は
な
く
、
製
本
に
つ
い
て
は
「
有
限
会
社　

矢
島
製

本
所
」
か
ら
「
和
田
製
本
工
業
所
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

玉
上
琢
彌　
一
九
一
五
〜
一
九
九
六
年

《
文
庫
》

『
源
氏
物
語
』
全
十
巻
。
角
川
書
店
。

「
第
一
巻
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

昭
和
三
九
年　

五
月
一
八
日　

三
八
〇
頁

「
第
二
巻
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

昭
和
四
〇
年　

二
月
二
五
日　

三
九
〇
頁

「
第
三
巻
」　
（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

昭
和
四
一
年　

二
月
二
五
日　

四
一
二
頁

「
第
四
巻
」　
（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

昭
和
四
三
年
一
二
月
二
〇
日　

三
七
五
頁

「
第
五
巻
」　
（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

昭
和
四
四
年　

五
月
三
〇
日　

四
〇
二
頁

「
第
六
巻
」　
（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

昭
和
四
五
年
一
〇
月
一
〇
日　

四
〇
三
頁

「
第
七
巻
」　
（
柏
木
〜
雲
隠
）　　
　

昭
和
四
六
年　

六
月
二
〇
日　

三
九
二
頁
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

四
七

を
囲
む
。
月
報
な
ら
び
に
「
巻
々
の
略
系
図
」
を
記
し
た
栞
つ
き
。
各

巻
、
柄
違
い
の
函
入
り
。
装
丁
・
題
字
は
、
高
山
辰
雄
。
定
価
は
、
各

巻
八
〇
〇
円
。

　

な
お
、
全
巻
購
入
者
に
は
、
各
巻
の
奥
付
の
下
部
に
付
さ
れ
た
「
源

氏
物
語
手
鏡
・
請
求
シ
ー
ル
」
を
切
り
取
り
送
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

『
源
氏
物
語
手
鏡
』（
清
水
好
子
・
森
一
郎
・
山
本
利
達　

著
）
が
贈
呈

さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
書
は
、
非
売
品
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
新
潮
社

の
新
潮
選
書
よ
り
、
同
書
名
で
昭
和
五
〇
年
四
月
二
五
日
に
刊
行
さ
れ

た
。

《
文
庫
》

『
源
氏
物
語
』
全
五
巻
。
新
潮
社
（
新
潮
文
庫
）。

「
巻
一
」　
（
桐
壺
〜
花
散
里
）　

昭
和
五
五
年　

二
月
二
五
日　

五
〇
五
頁

「
巻
二
」　
（
須
磨
〜
胡
蝶
）　　

昭
和
五
五
年　

二
月
二
五
日　

四
九
一
頁

「
巻
三
」　
（
蛍
〜
若
菜
下
）　　

昭
和
五
五
年　

三
月
二
五
日　

四
七
九
頁

「
巻
四
」　
（
柏
木
〜
総
角
）　　

昭
和
五
五
年　

三
月
二
五
日　

五
二
五
頁

「
巻
五
」　
（
早
蕨
〜
夢
浮
橋
）　

昭
和
五
五
年　

四
月
二
五
日　

四
七
七
頁

サ
イ
ズ　

：
一
五
．
〇
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
四
一
字

　

昭
和
四
七
年
九
月
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
の
文
庫
化
。
文

庫
化
に
伴
い
、
全
一
〇
巻
を
全
五
巻
に
ま
と
め
、
各
巻
末
に
「
主
要
人

物
身
分
一
覧
」「
図
録
」
を
加
え
る
。
巻
頭
の
「
口
語
訳
源
氏
物
語
の

文
庫
発
刊
に
よ
せ
て
」
に
お
い
て
、
細
部
の
改
訂
を
行
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。「
巻
五
」
巻
末
に
竹
西
寛
子
の
解
説
付
き
。
カ
バ
ー
は
、

加
山
又
造
。
カ
バ
ー
題
字
は
、「
本
居
宣
長
（「
刊
本
源
氏
物
語
玉
の
小

櫛
」
内
題
よ
り
）」。

『
源
氏
物
語
』
全
六
巻
。
新
潮
社
（
新
潮
文
庫
）。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
葵
）　　
　

平
成
二
〇
年　

九
月　

一
日　

四
八
六
頁

「
二
」　
（
賢
木
〜
槿
）　　
　

平
成
二
〇
年　

九
月　

一
日　

四
四
四
頁

「
三
」　
（
乙
女
〜
藤
裏
葉
）　

平
成
二
〇
年
一
〇
月　

一
日　

四
六
九
頁

「
四
」　
（
若
菜
上
〜
雲
隠
）　

平
成
二
〇
年
一
〇
月　

一
日　

五
三
五
頁

「
五
」　
（
匂
宮
〜
宿
木
）　　

平
成
二
〇
年
一
一
月　

一
日　

四
八
四
頁

「
六
」　
（
東
屋
〜
夢
浮
橋
）　

平
成
二
〇
年
一
一
月　

一
日　

四
〇
四
頁

サ
イ
ズ　

：
一
五
．
〇
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
六
行

一
行
字
数
：
三
八
字

　

昭
和
五
五
年
に
文
庫
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
を
、
全
六
巻
に
し
て
再

文
庫
化
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
「
解
説
」
を
付
し
た
。
解
説
者
は
、

「
一
」
瀬
戸
内
寂
聴
、「
二
」
石
田
衣
良
、「
三
」
山
本
淳
子
、「
四
」
大

塚
ひ
か
り
、「
五
」
酒
井
順
子
、「
六
」
竹
西
寛
子
（
昭
和
五
五
年
版
の

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号

四
六

「
第
八
巻
」　
（
匂
兵
部
卿
〜
総
角
）　

昭
和
四
七
年　

六
月
一
五
日　

五
〇
一
頁

「
第
九
巻
」　
（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

昭
和
四
七
年　

七
月
三
〇
日　

三
七
四
頁

「
第
十
巻
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

昭
和
五
〇
年　

一
月
一
〇
日　

四
七
二
頁

サ
イ
ズ　

：
一
五
．
〇
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
八
行

一
行
字
数
：
四
三
字

　

各
巻
の
前
半
部
分
に
原
文
（
脚
注
あ
り
）
を
掲
げ
、
後
半
部
分
に
小

見
出
し
付
き
で
現
代
語
訳
を
掲
げ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

原
文
の
頁
の
行
数
、
字
数
は
次
の
通
り
。

一
頁
行
数
：
一
七
行
（
本
文
）、
三
〇
行
（
脚
注
）

一
行
字
数
：
三
四
字
（
本
文
）、
一
二
字
（
脚
注
）

　

刊
行
当
初
の
文
庫
名
は
「
角
川
文
庫
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
「
角

川
古
典
文
庫
」
を
経
て
「
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
」
と
な
り
、
現
在
も
な

お
刊
行
中
。
な
お
、「
第
一
巻
」
の
頁
数
は
、「
角
川
古
典
文
庫
」「
角

川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
」
に
共
通
す
る
が
、「
角
川
文
庫
」
は
前
・
後
半
の

中
仕
切
り
の
二
頁
に
ノ
ン
ブ
ル
を
付
さ
ず
、
ま
た
カ
ウ
ン
ト
も
し
て
い

な
い
の
で
、
頁
数
は
二
頁
少
な
い
。

　

角
川
文
庫
版
、
角
川
古
典
文
庫
版
の
カ
バ
ー
お
よ
び
奥
付
の
書
名
は

『
源
氏
物
語
』
だ
が
、
表
紙
の
み
『
源
氏
物
語　

付
現
代
語
訳
』
と

な
っ
て
い
る
。
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
版
に
つ
い
て
は
、
奥
付
の
み
『
源

氏
物
語
』
で
、
カ
バ
ー
、
表
紙
と
も
『
源
氏
物
語　

付
現
代
語
訳
』。

円
地
文
子　
一
九
〇
五
〜
一
九
八
六
年

《
単
行
本
》

『
源
氏
物
語
』
全
一
〇
巻
。
新
潮
社
。

「
巻
一
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

昭
和
四
七
年　

九
月
二
五
日　

三
一
七
頁

「
巻
二
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

昭
和
四
七
年
一
〇
月
二
五
日　

二
七
七
頁

「
巻
三
」　
（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

昭
和
四
七
年
一
一
月
二
五
日　

二
九
七
頁

「
巻
四
」　
（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

昭
和
四
七
年
一
二
月
二
五
日　

二
七
七
頁

「
巻
五
」　
（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

昭
和
四
八
年　

一
月
二
二
日　

二
九
二
頁

「
巻
六
」　
（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

昭
和
四
八
年　

二
月
二
十
日　

二
八
二
頁

「
巻
七
」　
（
柏
木
〜
匂
宮
）　　
　

昭
和
四
八
年　

三
月
二
十
日　

三
〇
〇
頁

「
巻
八
」　
（
紅
梅
〜
総
角
）　　
　

昭
和
四
八
年　

四
月
二
十
日　

三
二
一
頁

「
巻
九
」　
（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

昭
和
四
八
年　

五
月
二
十
日　

二
四
九
頁

「
巻
十
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

昭
和
四
八
年　

六
月
二
五
日　

三
一
六
頁

サ
イ
ズ　

：
一
九
．
七
×
一
三
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
四
行

一
行
字
数
：
四
一
字

　
「
序
」
に
お
い
て
、
協
力
者
と
し
て
、
犬
養
廉
、
清
水
好
子
、
竹
西

寛
子
、
阿
部
光
子
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
帖
の
は
じ
め
に
人

物
系
図
と
光
源
氏
の
お
お
よ
そ
の
年
齢
を
記
す
。
和
歌
に
つ
い
て
は
原

文
の
ま
ま
該
当
箇
所
に
お
き
、
そ
の
頁
の
最
後
に
青
字
で
現
代
語
訳
を

付
し
て
い
る
。
見
開
き
頁
ご
と
に
、
匡
郭
の
よ
う
に
青
色
の
枠
で
本
文
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

四
七

を
囲
む
。
月
報
な
ら
び
に
「
巻
々
の
略
系
図
」
を
記
し
た
栞
つ
き
。
各

巻
、
柄
違
い
の
函
入
り
。
装
丁
・
題
字
は
、
高
山
辰
雄
。
定
価
は
、
各

巻
八
〇
〇
円
。

　

な
お
、
全
巻
購
入
者
に
は
、
各
巻
の
奥
付
の
下
部
に
付
さ
れ
た
「
源

氏
物
語
手
鏡
・
請
求
シ
ー
ル
」
を
切
り
取
り
送
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

『
源
氏
物
語
手
鏡
』（
清
水
好
子
・
森
一
郎
・
山
本
利
達　

著
）
が
贈
呈

さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
書
は
、
非
売
品
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
新
潮
社

の
新
潮
選
書
よ
り
、
同
書
名
で
昭
和
五
〇
年
四
月
二
五
日
に
刊
行
さ
れ

た
。

《
文
庫
》

『
源
氏
物
語
』
全
五
巻
。
新
潮
社
（
新
潮
文
庫
）。

「
巻
一
」　
（
桐
壺
〜
花
散
里
）　

昭
和
五
五
年　

二
月
二
五
日　

五
〇
五
頁

「
巻
二
」　
（
須
磨
〜
胡
蝶
）　　

昭
和
五
五
年　

二
月
二
五
日　

四
九
一
頁

「
巻
三
」　
（
蛍
〜
若
菜
下
）　　

昭
和
五
五
年　

三
月
二
五
日　

四
七
九
頁

「
巻
四
」　
（
柏
木
〜
総
角
）　　

昭
和
五
五
年　

三
月
二
五
日　

五
二
五
頁

「
巻
五
」　
（
早
蕨
〜
夢
浮
橋
）　

昭
和
五
五
年　

四
月
二
五
日　

四
七
七
頁

サ
イ
ズ　

：
一
五
．
〇
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
四
一
字

　

昭
和
四
七
年
九
月
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
の
文
庫
化
。
文

庫
化
に
伴
い
、
全
一
〇
巻
を
全
五
巻
に
ま
と
め
、
各
巻
末
に
「
主
要
人

物
身
分
一
覧
」「
図
録
」
を
加
え
る
。
巻
頭
の
「
口
語
訳
源
氏
物
語
の

文
庫
発
刊
に
よ
せ
て
」
に
お
い
て
、
細
部
の
改
訂
を
行
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。「
巻
五
」
巻
末
に
竹
西
寛
子
の
解
説
付
き
。
カ
バ
ー
は
、

加
山
又
造
。
カ
バ
ー
題
字
は
、「
本
居
宣
長
（「
刊
本
源
氏
物
語
玉
の
小

櫛
」
内
題
よ
り
）」。

『
源
氏
物
語
』
全
六
巻
。
新
潮
社
（
新
潮
文
庫
）。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
葵
）　　
　

平
成
二
〇
年　

九
月　

一
日　

四
八
六
頁

「
二
」　
（
賢
木
〜
槿
）　　
　

平
成
二
〇
年　

九
月　

一
日　

四
四
四
頁

「
三
」　
（
乙
女
〜
藤
裏
葉
）　

平
成
二
〇
年
一
〇
月　

一
日　

四
六
九
頁

「
四
」　
（
若
菜
上
〜
雲
隠
）　

平
成
二
〇
年
一
〇
月　

一
日　

五
三
五
頁

「
五
」　
（
匂
宮
〜
宿
木
）　　

平
成
二
〇
年
一
一
月　

一
日　

四
八
四
頁

「
六
」　
（
東
屋
〜
夢
浮
橋
）　

平
成
二
〇
年
一
一
月　

一
日　

四
〇
四
頁

サ
イ
ズ　

：
一
五
．
〇
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
六
行

一
行
字
数
：
三
八
字

　

昭
和
五
五
年
に
文
庫
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
を
、
全
六
巻
に
し
て
再

文
庫
化
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
「
解
説
」
を
付
し
た
。
解
説
者
は
、

「
一
」
瀬
戸
内
寂
聴
、「
二
」
石
田
衣
良
、「
三
」
山
本
淳
子
、「
四
」
大

塚
ひ
か
り
、「
五
」
酒
井
順
子
、「
六
」
竹
西
寛
子
（
昭
和
五
五
年
版
の
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

四
九

「（
六
）」　　
（
蓬
生
〜
松
風
）　　
　

昭
和
五
三
年　

四
月
一
〇
日　

一
三
三
頁

「（
七
）」　　
（
薄
雲
〜
少
女
）　　
　

昭
和
五
三
年　

五
月
一
〇
日　

一
八
八
頁

「（
八
）」　　
（
玉
鬘
〜
胡
蝶
）　　
　

昭
和
五
三
年　

五
月
一
〇
日　

一
四
五
頁

「（
九
）」　　
（
螢
〜
行
幸
）　　
　
　

昭
和
五
三
年　

六
月
一
〇
日　

一
六
九
頁

「（
十
）」　　
（
藤
袴
〜
藤
裏
葉
）　　

昭
和
五
三
年　

六
月
一
〇
日　

一
八
五
頁

「（
十
一
）」　
（
若
菜
（
上
））　　
　

  

昭
和
五
三
年　

八
月
一
〇
日　

一
七
一
頁

「（
十
二
）」　
（
若
菜
（
下
））　　
　

  

昭
和
五
三
年　

八
月
一
〇
日　

一
六
六
頁

「（
十
三
）」　
（
柏
木
〜
鈴
虫
）　　
　

昭
和
五
三
年　

九
月
一
〇
日　

一
三
六
頁

「（
十
四
）」　
（
夕
霧
・
御
法
）　　
　

昭
和
五
三
年　

九
月
一
〇
日　

一
六
四
頁

「（
十
五
）」　
（
幻
〜
竹
河
）　　
　
　

昭
和
五
三
年
一
〇
月
一
〇
日　

一
七
三
頁

「（
十
六
）」　
（
橋
姫
・
椎
本
）　　
　

昭
和
五
三
年
一
〇
月
一
〇
日　

一
四
五
頁

「（
十
七
）」　
（
総
角
・
早
蕨
）　　
　

昭
和
五
三
年
一
一
月
一
〇
日　

一
九
九
頁

「（
十
八
）」　
（
宿
木
・
東
屋
）　　
　

昭
和
五
三
年
一
一
月
一
〇
日　

二
七
四
頁

「（
十
九
）」　
（
浮
舟
・
蜻
蛉
）　　
　

昭
和
五
三
年
一
一
月
一
〇
日　

二
三
四
頁

「（
二
十
）」　
（
手
習
・
夢
浮
橋
）　　

昭
和
五
三
年
一
〇
月
一
二
日　

二
〇
一
頁

サ
イ
ズ　

：
一
四
．
八
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
四
一
字

　
『
源
氏
物
語　

現
代
語
訳
』
全
一
〇
巻
の
修
訂
改
編
版
。「
ま
え
が

き
」
は
田
邊
正
男
。「
本
文
庫
で
は
、
著
作
権
者
の
了
解
を
得
て
、
一

般
読
者
に
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
訳
文
全
部
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改

め
、
難
読
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
は
広
範
囲
に
ル
ビ
を
つ
け
、
ま
た
、
小

説
と
し
て
親
し
み
や
す
い
よ
う
に
、
句
点
お
よ
び
会
話
を
改
行
に
す
る

な
ど
の
配
慮
を
ほ
ど
こ
し
ま
し
た
。」
と
あ
る
。《
単
行
本
》『
源
氏
物

語　

現
代
語
訳
』
に
お
い
て
、「
梗
概
」
と
し
て
帖
の
冒
頭
に
お
か
れ

て
い
た
小
見
出
し
は
、
本
文
中
の
該
当
箇
所
に
お
か
れ
て
い
る
。

　

装
丁
は
、
辻
村
益
朗
。
カ
バ
ー
は
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」。
カ
バ
ー
お

よ
び
表
紙
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
帖
名
を
付
さ

れ
て
い
る
。

『
新
装
版
　
源
氏
物
語
　
全
現
代
語
訳
』
全
七
巻
。
講
談
社
（
講
談
社
学
術
文
庫
）。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
葵
）　　
　
　
　

平
成
一
二
年
一
一
月
一
〇
日　

五
六
五
頁

「
二
」　
（
賢
木
〜
松
風
）　　
　
　

平
成
一
三
年　

二
月
一
〇
日　

四
六
七
頁

「
三
」　
（
薄
雲
〜
行
幸
）　　
　
　

平
成
一
三
年　

六
月
一
〇
日　

四
九
七
頁

「
四
」　
（
藤
袴
〜
若
菜
（
下
））　  

平
成
一
三
年
一
一
月
一
〇
日　

五
一
七
頁

「
五
」　
（
柏
木
〜
竹
河
）　　
　
　

平
成
一
四
年　

三
月
一
〇
日　

四
六
五
頁

「
六
」　
（
橋
姫
〜
東
屋
）　　
　
　

平
成
一
四
年
一
〇
月
一
〇
日　

六
一
五
頁

「
七
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　
　

平
成
一
五
年　

一
月
一
〇
日　

四
二
九
頁

サ
イ
ズ　

：
一
四
．
八
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
四
一
字

　
『
源
氏
物
語　

全
現
代
語
訳
』
全
二
〇
巻
の
合
本
新
装
版
。
装
丁
は
、

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号

四
八

「
巻
五
」
に
発
表
し
た
も
の
の
再
録
）・
林
真
理
子
。
カ
バ
ー
は
、
昭
和

四
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
函
の
絵
（
高
山
辰
雄
）
の
一
部
分
を
用
い
て
い

る
。

今
泉
忠
義　
一
九
〇
〇
〜
一
九
七
六
年

《
単
行
本
》

『
源
氏
物
語
　
現
代
語
訳
』
全
一
〇
巻
。
桜
楓
社
。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

昭
和
四
九
年
一
〇
月
二
〇
日　

二
〇
五
頁

「
二
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

昭
和
四
九
年
一
一
月
二
五
日　

一
九
七
頁

「
三
」　
（
須
磨
〜
絵
合
）　　
　

昭
和
四
九
年
一
二
月
一
五
日　

一
九
七
頁

「
四
」　
（
松
風
〜
初
音
）　　
　

昭
和
五
〇
年　

一
月
二
五
日　

二
〇
四
頁

「
五
」　
（
胡
蝶
〜
藤
裏
葉
）　　

昭
和
五
〇
年　

二
月
二
五
日　

二
三
九
頁

「
六
」　
（
若
菜
上
〜
柏
木
）　　

昭
和
五
〇
年　

四
月
二
五
日　

二
四
六
頁

「
七
」　
（
横
笛
〜
竹
河
）　　
　

昭
和
五
〇
年　

五
月
二
五
日　

二
四
四
頁

「
八
」　
（
橋
姫
〜
総
角
）　　
　

昭
和
五
〇
年　

七
月
二
五
日　

一
八
一
頁

「
九
」　
（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

昭
和
五
〇
年　

八
月
二
五
日　

一
九
〇
頁

「
十
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

昭
和
五
〇
年　

十
月
二
五
日　

二
六
一
頁

サ
イ
ズ　

：
二
一
．
〇
×
一
五
．
〇
㎝

一
頁
行
数
：
二
〇
行
（
本
文
）、
三
四
行
（
脚
注
）

一
行
字
数
：
四
八
字
（
本
文
）、
一
〇
字
（
脚
注
）

　
『
源
氏
物
語
』
全
一
三
巻
（
現
代
語
訳
篇
一
〇
巻
、
本
文
篇
三
巻
）

の
現
代
語
訳
篇
一
〇
巻
で
あ
る
。
脚
注
つ
き
の
現
代
語
訳
。
帖
の
初
め

に
は
「
梗
概
」
と
し
て
小
見
出
し
と
そ
の
対
応
ペ
ー
ジ
を
付
し
て
い

る
。
各
巻
巻
末
に
は
、「
主
要
人
物
系
図
」
を
お
く
。
ま
た
、「
十
」
の

巻
末
に
は
、「
主
要
人
物
一
覧
」「
正
誤
表
」
を
付
す
。

　

依
拠
本
文
は
『
首
書
源
氏
物
語
』。「
は
し
が
き
」
に
は
、
次
の
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。「
本
書
は
、
森
昇
一
・
岡
崎
正
繼
兩
氏
校
訂
の
首

書
源
氏
物
語
の
本
文
篇
と
、
今
後
刊
行
せ
ら
れ
る
は
ず
の
源
氏
物
語
の

語
法
研
究
篇
と
と
も
に
三
部
作
に
な
る
」
予
定
（「
語
法
研
究
篇
」
に

つ
い
て
は
、
著
者
急
逝
の
た
め
、「
藤
袴
」
巻
の
途
中
ま
で
で
未
完
成

と
な
っ
た
）。
そ
こ
で
、「
首
書
源
氏
物
語
本
文
篇
」
の
対
応
ペ
ー
ジ
を

現
代
語
訳
の
下
に
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、《
日
本
古
典
文
學
大
系
》

（
岩
波
書
店
）
の
対
応
ペ
ー
ジ
を
括
弧
書
き
に
て
示
す
。
挿
絵
は
、
江

戸
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
絵
入
源
氏
物
語
』
の
す
べ
て
の
絵
を
使
用
。

　

定
価
は
、
各
巻
一
、
二
〇
〇
円
。

《
文
庫
》

『
源
氏
物
語
　
全
現
代
語
訳
』
全
二
〇
巻
。
講
談
社
（
講
談
社
学
術
文
庫
）。

「（
一
）」　　
（
桐
壺
〜
空
蟬
）　　
　

昭
和
五
三
年　

一
月
一
〇
日　

一
六
五
頁

「（
二
）」　　
（
夕
顔
・
若
紫
）　　
　

昭
和
五
三
年　

二
月
一
〇
日　

一
八
四
頁

「（
三
）」　　
（
末
摘
花
〜
葵
）　　
　

昭
和
五
三
年　

二
月
一
〇
日　

二
二
四
頁

「（
四
）」　　
（
賢
木
〜
須
磨
）　　
　

昭
和
五
三
年　

三
月
一
〇
日　

一
九
七
頁

「（
五
）」　　
（
明
石
・
澪
標
）　　
　

昭
和
五
三
年　

四
月
一
〇
日　

一
四
四
頁
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

四
九

「（
六
）」　　
（
蓬
生
〜
松
風
）　　
　

昭
和
五
三
年　

四
月
一
〇
日　

一
三
三
頁

「（
七
）」　　
（
薄
雲
〜
少
女
）　　
　

昭
和
五
三
年　

五
月
一
〇
日　

一
八
八
頁

「（
八
）」　　
（
玉
鬘
〜
胡
蝶
）　　
　

昭
和
五
三
年　

五
月
一
〇
日　

一
四
五
頁

「（
九
）」　　
（
螢
〜
行
幸
）　　
　
　

昭
和
五
三
年　

六
月
一
〇
日　

一
六
九
頁

「（
十
）」　　
（
藤
袴
〜
藤
裏
葉
）　　

昭
和
五
三
年　

六
月
一
〇
日　

一
八
五
頁

「（
十
一
）」　
（
若
菜
（
上
））　　
　

  

昭
和
五
三
年　

八
月
一
〇
日　

一
七
一
頁

「（
十
二
）」　
（
若
菜
（
下
））　　
　

  

昭
和
五
三
年　

八
月
一
〇
日　

一
六
六
頁

「（
十
三
）」　
（
柏
木
〜
鈴
虫
）　　
　

昭
和
五
三
年　

九
月
一
〇
日　

一
三
六
頁

「（
十
四
）」　
（
夕
霧
・
御
法
）　　
　

昭
和
五
三
年　

九
月
一
〇
日　

一
六
四
頁

「（
十
五
）」　
（
幻
〜
竹
河
）　　
　
　

昭
和
五
三
年
一
〇
月
一
〇
日　

一
七
三
頁

「（
十
六
）」　
（
橋
姫
・
椎
本
）　　
　

昭
和
五
三
年
一
〇
月
一
〇
日　

一
四
五
頁

「（
十
七
）」　
（
総
角
・
早
蕨
）　　
　

昭
和
五
三
年
一
一
月
一
〇
日　

一
九
九
頁

「（
十
八
）」　
（
宿
木
・
東
屋
）　　
　

昭
和
五
三
年
一
一
月
一
〇
日　

二
七
四
頁

「（
十
九
）」　
（
浮
舟
・
蜻
蛉
）　　
　

昭
和
五
三
年
一
一
月
一
〇
日　

二
三
四
頁

「（
二
十
）」　
（
手
習
・
夢
浮
橋
）　　

昭
和
五
三
年
一
〇
月
一
二
日　

二
〇
一
頁

サ
イ
ズ　

：
一
四
．
八
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
四
一
字

　
『
源
氏
物
語　

現
代
語
訳
』
全
一
〇
巻
の
修
訂
改
編
版
。「
ま
え
が

き
」
は
田
邊
正
男
。「
本
文
庫
で
は
、
著
作
権
者
の
了
解
を
得
て
、
一

般
読
者
に
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
訳
文
全
部
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改

め
、
難
読
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
は
広
範
囲
に
ル
ビ
を
つ
け
、
ま
た
、
小

説
と
し
て
親
し
み
や
す
い
よ
う
に
、
句
点
お
よ
び
会
話
を
改
行
に
す
る

な
ど
の
配
慮
を
ほ
ど
こ
し
ま
し
た
。」
と
あ
る
。《
単
行
本
》『
源
氏
物

語　

現
代
語
訳
』
に
お
い
て
、「
梗
概
」
と
し
て
帖
の
冒
頭
に
お
か
れ

て
い
た
小
見
出
し
は
、
本
文
中
の
該
当
箇
所
に
お
か
れ
て
い
る
。

　

装
丁
は
、
辻
村
益
朗
。
カ
バ
ー
は
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」。
カ
バ
ー
お

よ
び
表
紙
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
帖
名
を
付
さ

れ
て
い
る
。

『
新
装
版
　
源
氏
物
語
　
全
現
代
語
訳
』
全
七
巻
。
講
談
社
（
講
談
社
学
術
文
庫
）。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
葵
）　　
　
　
　

平
成
一
二
年
一
一
月
一
〇
日　

五
六
五
頁

「
二
」　
（
賢
木
〜
松
風
）　　
　
　

平
成
一
三
年　

二
月
一
〇
日　

四
六
七
頁

「
三
」　
（
薄
雲
〜
行
幸
）　　
　
　

平
成
一
三
年　

六
月
一
〇
日　

四
九
七
頁

「
四
」　
（
藤
袴
〜
若
菜
（
下
））　  

平
成
一
三
年
一
一
月
一
〇
日　

五
一
七
頁

「
五
」　
（
柏
木
〜
竹
河
）　　
　
　

平
成
一
四
年　

三
月
一
〇
日　

四
六
五
頁

「
六
」　
（
橋
姫
〜
東
屋
）　　
　
　

平
成
一
四
年
一
〇
月
一
〇
日　

六
一
五
頁

「
七
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　
　

平
成
一
五
年　

一
月
一
〇
日　

四
二
九
頁

サ
イ
ズ　

：
一
四
．
八
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
四
一
字

　
『
源
氏
物
語　

全
現
代
語
訳
』
全
二
〇
巻
の
合
本
新
装
版
。
装
丁
は
、
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

五
一

「
三　

匂
兵
部
卿
―
夢
浮
橋
」　

平
成　

三
年　

六
月　

一
日　

一
九
九
五
頁

サ
イ
ズ　

：
二
二
．
五
×
一
六
．
〇
㎝

一
頁
行
数
：
一
八
行
（
本
文
）、
三
一
行
（
脚
注
）

一
行
字
数
：
四
五
字
（
本
文
）、
一
二
字
（
脚
注
）

　

各
帖
の
初
め
に
人
物
系
図
と
解
説
つ
き
。
イ
ラ
ス
ト
入
り
脚
注
あ

り
。

　
「
序
」
に
お
い
て
著
者
は
、「
京
こ
と
ば
」
で
現
代
語
訳
を
試
み
た
理

由
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

・
・
・
こ
こ
に
現
代
の
京
こ
と
ば
で
『
源
氏
物
語
』
を
訳
出
し
た

の
は
、
方
言
の
中
に
は
、
未
だ
自
然
性
は
保
た
れ
て
お
り
、
ま
し

て
、『
源
氏
物
語
』
を
育
ん
だ
京
都
の
土
壌
で
は
、
人
は
未
だ
自

然
と
融
合
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
京

こ
と
ば
の
、
あ
の
幾
重
に
も
つ
ぎ
足
し
重
ね
て
語
ら
れ
る
表
現
方

法
に
は
、
古
い
日
本
の
表
現
の
仕
方
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

装
丁
は
、
中
川
栄
一
。「
挿
画
／
富
家
保
江　

題
字
／
中
井
和
子
」

と
あ
る
。

　

定
価
は
、「
全
三
冊
揃
定
価　

二
〇
、六
〇
〇
円（
本
体
二
〇
、〇
〇
〇
・

税
六
〇
〇
円
）」
と
記
載
あ
り
。
頁
数
に
つ
い
て
は
、
三
巻
通
し
頁
数
。

『
現
代
京
こ
と
ば
訳
　
源
氏
物
語[

新
装
版]

』
全
五
巻
。
大
修
館
書
店
。

「
一　

桐
壺
―
明
石
」　　
　

平
成
一
七
年　

六
月
二
〇
日　

四
六
三
頁

「
二　

澪
標
―
藤
の
裏
葉
」　

平
成
一
七
年　

六
月
二
〇
日　

五
一
八
頁

「
三　

若
菜
―
雲
隠
」　　
　

平
成
一
七
年　

六
月
二
〇
日　

三
八
二
頁

「
四　

匂
兵
部
卿
―
早
蕨
」　

平
成
一
七
年　

六
月
二
〇
日　

二
五
五
頁

「
五　

宿
木
―
夢
の
浮
橋
」　

平
成
一
七
年　

六
月
二
〇
日　

三
七
一
頁

サ
イ
ズ　

：
二
一
．
九
×
一
五
．
三
㎝

一
頁
行
数
：
一
八
行
（
本
文
）、
三
一
行
（
脚
注
）

一
行
字
数
：
四
五
字
（
本
文
）、
一
二
字
（
脚
注
）

　
『
現
代
京
こ
と
ば
訳　

源
氏
物
語
』
の
新
装
版
。
巻
頭
に
「
新
装
版　

序
」
を
お
く
。
装
丁
は
、
竹
内
由
美
子
。「
カ
バ
ー
・
表
紙
・
扉
絵
／

『
有
職
源
氏
鑑
』（
八
寶
堂
刊
）
よ
り　

本
文
挿
画
／
富
家
保
江
」
と
あ

る
。

瀬
戸
内
寂
聴　
一
九
二
二
年
〜

《
単
行
本
》

『
源
氏
物
語
』
全
一
〇
巻
。
講
談
社
。

「
巻
一
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

平
成　

八
年
一
二
月
一
一
日　

二
九
六
頁

「
巻
二
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

平
成　

九
年　

二
月
二
五
日　

二
九
八
頁

「
巻
三
」　
（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

平
成　

九
年　

四
月
二
五
日　

三
一
七
頁

「
巻
四
」　
（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

平
成　

九
年　

五
月
二
四
日　

二
八
七
頁

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号

五
〇

蟹
江
征
治
。
カ
バ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
帖

名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

秋
山　

虔　
一
九
二
四
〜
二
〇
一
五
年

《
叢
書
》

『
源
氏
物
語
』
全
一
〇
巻
。
小
学
館
。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

昭
和
五
八
年　

一
月
三
一
日　

四
六
六
頁

「
二
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

昭
和
五
八
年
一
〇
月
三
一
日　

四
〇
六
頁

「
三
」　
（
須
磨
〜
絵
合
）　　
　

昭
和
五
九
年　

五
月
三
一
日　

三
八
二
頁

「
四
」　
（
松
風
〜
胡
蝶
）　　
　

昭
和
六
〇
年　

二
月
二
八
日　

四
五
〇
頁

「
五
」　
（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

昭
和
六
〇
年　

七
月
三
一
日　

四
三
〇
頁

「
六
」　
（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

昭
和
六
一
年　

七
月
三
一
日　

四
二
二
頁

「
七
」　
（
柏
木
〜
幻
）　　
　
　

昭
和
六
二
年　

五
月
三
一
日　

四
一
七
頁

「
八
」　
（
匂
宮
〜
総
角
）　　
　

昭
和
六
二
年
一
〇
月
三
一
日　

五
〇
九
頁

「
九
」　
（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

昭
和
六
三
年　

四
月
三
〇
日　

三
八
九
頁

「
十
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

昭
和
六
三
年
一
〇
月
三
一
日　

四
九
一
頁

サ
イ
ズ　

：
一
三
．
〇
×
一
九
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
二
〇
行
（
現
代
語
訳
頁
、
二
段
組
み
の
一
段
）

一
行
字
数
：
二
六
字
（
現
代
語
訳
頁
、
二
段
組
み
の
一
段
）

　
《
完
訳　

日
本
の
古
典
》
全
六
〇
巻
の
「
１
４
」
か
ら
「
２
３
」。
本

書
は
極
め
て
専
門
書
に
近
い
内
容
で
は
あ
る
が
、
次
の
理
由
か
ら
掲
出

し
た
。「
凡
例
」
に
お
い
て
、「
一
般
読
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
書
き
下

ろ
し
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
一
般
読
者
を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
ま
た
、
叢
書
タ
イ
ト
ル
に
お
い
て
「
完
訳
」
と
題
さ
れ

て
い
る
点
も
、
現
代
語
訳
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
。
な
お
、
奥
付
に
お
い
て
は
「
校
注
・
訳
者　

阿
部
秋
生　

秋

山
虔　

今
井
源
衛　

鈴
木
日
出
男
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
凡
例
」

に
お
い
て
「
現
代
語
訳
は
秋
山
虔
が
執
筆
し
た
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
本
稿
の
趣
旨
に
沿
い
、
訳
者
を
秋
山
虔
と
し
た
。

　

な
お
、「
一
」
の
定
価
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
八
年
三
月
末
ま
で
は
、

「
発
刊
記
念
特
別
定
価
一
、
三
五
〇
円
」
と
あ
る
が
、
そ
の
後
は

一
、
七
〇
〇
円
。

　

現
代
語
訳
頁
以
外
の
行
数
、
字
数
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
。

一
頁
行
数
： 

一
四
行
（
原
文
頁
の
原
文
）、
一
七
行
（
原
文
頁
の

脚
注
）、
一
八
行
（
解
説
等
の
頁
）

一
行
字
数
： 

三
五
字
（
原
文
頁
の
原
文
）、
一
五
字
（
原
文
頁
の

脚
注
）、
四
八
字
（
解
説
等
の
頁
）

中
井
和
子　
一
九
二
七
〜
二
〇
〇
九
年

《
単
行
本
》

『
現
代
京
こ
と
ば
訳
　
源
氏
物
語
』
全
三
巻
。
大
修
館
書
店
。

「
一　

桐
壺
―
乙
女
」　　
　
　

平
成　

三
年　

六
月　

一
日　
　

六
八
五
頁

「
二　

玉
鬘
―
雲
隠
」　　
　
　

平
成　

三
年　

六
月　

一
日　

一
三
六
四
頁
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

五
一

「
三　

匂
兵
部
卿
―
夢
浮
橋
」　

平
成　

三
年　

六
月　

一
日　

一
九
九
五
頁

サ
イ
ズ　

：
二
二
．
五
×
一
六
．
〇
㎝

一
頁
行
数
：
一
八
行
（
本
文
）、
三
一
行
（
脚
注
）

一
行
字
数
：
四
五
字
（
本
文
）、
一
二
字
（
脚
注
）

　

各
帖
の
初
め
に
人
物
系
図
と
解
説
つ
き
。
イ
ラ
ス
ト
入
り
脚
注
あ

り
。

　
「
序
」
に
お
い
て
著
者
は
、「
京
こ
と
ば
」
で
現
代
語
訳
を
試
み
た
理

由
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

・
・
・
こ
こ
に
現
代
の
京
こ
と
ば
で
『
源
氏
物
語
』
を
訳
出
し
た

の
は
、
方
言
の
中
に
は
、
未
だ
自
然
性
は
保
た
れ
て
お
り
、
ま
し

て
、『
源
氏
物
語
』
を
育
ん
だ
京
都
の
土
壌
で
は
、
人
は
未
だ
自

然
と
融
合
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
京

こ
と
ば
の
、
あ
の
幾
重
に
も
つ
ぎ
足
し
重
ね
て
語
ら
れ
る
表
現
方

法
に
は
、
古
い
日
本
の
表
現
の
仕
方
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

装
丁
は
、
中
川
栄
一
。「
挿
画
／
富
家
保
江　

題
字
／
中
井
和
子
」

と
あ
る
。

　

定
価
は
、「
全
三
冊
揃
定
価　

二
〇
、六
〇
〇
円（
本
体
二
〇
、〇
〇
〇
・

税
六
〇
〇
円
）」
と
記
載
あ
り
。
頁
数
に
つ
い
て
は
、
三
巻
通
し
頁
数
。

『
現
代
京
こ
と
ば
訳
　
源
氏
物
語[

新
装
版]

』
全
五
巻
。
大
修
館
書
店
。

「
一　

桐
壺
―
明
石
」　　
　

平
成
一
七
年　

六
月
二
〇
日　

四
六
三
頁

「
二　

澪
標
―
藤
の
裏
葉
」　

平
成
一
七
年　

六
月
二
〇
日　

五
一
八
頁

「
三　

若
菜
―
雲
隠
」　　
　

平
成
一
七
年　

六
月
二
〇
日　

三
八
二
頁

「
四　

匂
兵
部
卿
―
早
蕨
」　

平
成
一
七
年　

六
月
二
〇
日　

二
五
五
頁

「
五　

宿
木
―
夢
の
浮
橋
」　

平
成
一
七
年　

六
月
二
〇
日　

三
七
一
頁

サ
イ
ズ　

：
二
一
．
九
×
一
五
．
三
㎝

一
頁
行
数
：
一
八
行
（
本
文
）、
三
一
行
（
脚
注
）

一
行
字
数
：
四
五
字
（
本
文
）、
一
二
字
（
脚
注
）

　
『
現
代
京
こ
と
ば
訳　

源
氏
物
語
』
の
新
装
版
。
巻
頭
に
「
新
装
版　

序
」
を
お
く
。
装
丁
は
、
竹
内
由
美
子
。「
カ
バ
ー
・
表
紙
・
扉
絵
／

『
有
職
源
氏
鑑
』（
八
寶
堂
刊
）
よ
り　

本
文
挿
画
／
富
家
保
江
」
と
あ

る
。

瀬
戸
内
寂
聴　
一
九
二
二
年
〜

《
単
行
本
》

『
源
氏
物
語
』
全
一
〇
巻
。
講
談
社
。

「
巻
一
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

平
成　

八
年
一
二
月
一
一
日　

二
九
六
頁

「
巻
二
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

平
成　

九
年　

二
月
二
五
日　

二
九
八
頁

「
巻
三
」　
（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

平
成　

九
年　

四
月
二
五
日　

三
一
七
頁

「
巻
四
」　
（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

平
成　

九
年　

五
月
二
四
日　

二
八
七
頁
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

五
三

　

定
価
は
、
各
巻
一
、
三
〇
〇
円
（
税
別
）。

《
文
庫
》

『
源
氏
物
語
』
全
一
〇
巻
。
講
談
社
（
講
談
社
文
庫
）。

「
巻
一
」（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

平
成
一
九
年　

一
月
一
六
日　
　

三
六
二
頁

「
巻
二
」（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

平
成
一
九
年　

二
月
一
五
日　
　

三
六
四
頁

「
巻
三
」（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

平
成
一
九
年　

三
月
一
五
日　
　

三
八
三
頁

「
巻
四
」（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

平
成
一
九
年　

四
月
一
三
日　
　

三
四
七
頁

「
巻
五
」（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

平
成
一
九
年　

五
月
一
五
日　
　

三
七
八
頁

「
巻
六
」（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

平
成
二
〇
年　

六
月
一
五
日　
　

三
五
二
頁

「
巻
七
」（
柏
木
〜
紅
梅
）　　
　

平
成
二
〇
年　

七
月
一
三
日　
　

四
二
六
頁

「
巻
八
」（
竹
河
〜
総
角
）　　
　

平
成
二
〇
年　

八
月
一
〇
日　
　

三
九
二
頁

「
巻
九
」（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

平
成
二
〇
年　

九
月
一
四
日　
　

三
三
五
頁

「
巻
十
」（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
六
日　
　

四
一
〇
頁

サ
イ
ズ　

：
一
四
．
八
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
六
行

一
行
字
数
：
三
八
字

　

新
装
版
を
底
本
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
新
装
版
の
巻
頭
に
付
さ
れ

て
い
る
「
新
し
い
読
者
の
た
め
に
」
は
な
い
。
カ
バ
ー
イ
ラ
ス
ト
は
、

国
分
チ
エ
ミ
。
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
、
丸
尾
靖
子
。

尾
崎
左
永
子　
一
九
二
七
年
〜

《
単
行
本
》

『
新
訳
　
源
氏
物
語
』
全
四
巻
。
小
学
館
。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
関
屋
）　　

平
成　

九
年
一
〇
月
一
〇
日　

二
五
二
頁

「
二
」　
（
絵
合
〜
真
木
柱
）　

平
成　

九
年
一
一
月
一
〇
日　

二
六
八
頁

「
三
」　
（
梅
枝
〜
竹
河
）　　

平
成　

九
年
一
二
月
一
〇
日　

二
五
四
頁

「
四
」　
（
橋
姫
〜
夢
浮
橋
）　

平
成
一
〇
年　

一
月
一
〇
日　

二
五
四
頁

サ
イ
ズ　

：
一
九
．
五
×
一
三
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
六
行

一
行
字
数
：
四
二
字

　

語
句
解
説
や
系
図
な
ど
の
「
鑑
賞
の
し
お
り
」
と
い
う
八
頁
に
わ
た

る
冊
子
が
各
巻
に
挟
み
こ
ま
れ
て
い
る
。「
刊
行
の
意
図
」
を
、「
物
語

を
支
え
る
「
雅
び
」
の
味
を
損
わ
ず
に
、
と
も
か
く
「
源
氏
物
語
を
ら

く
に
読
み
通
す
」
こ
と
を
主
眼
に
し
た
」
と
し
、
ま
た
、「
逐
語
訳
の

部
分
と
軽
く
通
過
す
る
部
分
の
濃
淡
を
つ
け
た
」
と
、「
鑑
賞
の
し
お

り
」
に
記
し
て
い
る
。
装
丁
は
、
吉
田
弘
子
。

　

定
価
は
、
一
、
六
〇
〇
円
＋
税
。

　

※ 

〈
意
訳
〉
的
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
著
者
が
「
読
み
通
す
」
こ
と

を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
、〈
全
訳
〉
と
し
て

掲
出
し
た
。

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号

五
二

「
巻
五
」　
（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

平
成　

九
年　

七
月
一
〇
日　

三
一
三
頁

「
巻
六
」　
（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

平
成　

九
年　

九
月
一
三
日　

二
八
九
頁

「
巻
七
」　
（
柏
木
〜
紅
梅
）　　
　

平
成　

九
年
一
〇
月
三
〇
日　

三
四
七
頁

「
巻
八
」　
（
竹
河
〜
総
角
）　　
　

平
成　

九
年
一
二
月
一
九
日　

三
二
三
頁

「
巻
九
」　
（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

平
成
一
〇
年　

二
月
二
七
日　

二
八
一
頁

「
巻
十
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

平
成
一
〇
年　

四
月　

二
日　

三
四
四
頁

サ
イ
ズ　

：
二
二
．
五
×
一
六
．
〇
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
四
五
字

　

そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
は
、「
源
氏
の
し
お
り
」、「
参
考
図
録
」、「
語

句
解
釈
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
校
閲
者
は
、
八
嶌
正
治
、
小
山
清
文

（
た
だ
し
、「
巻
十
」
に
つ
い
て
は
八
嶌
正
治
の
み
）。「
年
立
」、「
語
句

解
釈
」
は
、
高
木
和
子
が
担
当
し
て
い
る
。
装
丁
は
、
辻
村
益
朗
、
装

画
は
、
石
踊
達
哉
。
函
入
り
、
カ
ラ
ー
口
絵
つ
き
。
帯
に
は
「
講
談
社

創
業
９
０
周
年
記
念
企
画
」
と
あ
る
。

　

定
価
は
、
各
巻
二
、
五
二
四
円
（
税
別
）。

『
源
氏
物
語
〈
新
装
版
〉』
全
一
〇
巻
。
講
談
社
。

「
巻
一
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

平
成
一
三
年　

九
月　

七
日　

二
八
六
頁

「
巻
二
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

平
成
一
三
年
一
〇
月　

九
日　

二
七
九
頁

「
巻
三
」　
（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

平
成
一
三
年
一
一
月　

七
日　

二
九
九
頁

「
巻
四
」　
（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

平
成
一
三
年
一
二
月　

七
日　

二
七
〇
頁

「
巻
五
」　
（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

平
成
一
四
年　

一
月　

七
日　

二
九
六
頁

「
巻
六
」　
（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

平
成
一
四
年　

二
月　

七
日　

二
七
〇
頁

「
巻
七
」　
（
柏
木
〜
紅
梅
）　　
　

平
成
一
四
年　

三
月
一
一
日　

三
二
三
頁

「
巻
八
」　
（
竹
河
〜
総
角
）　　
　

平
成
一
四
年　

四
月　

八
日　

三
〇
五
頁

「
巻
九
」　
（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

平
成
一
四
年　

五
月
一
一
日　

二
五
七
頁

「
巻
十
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

平
成
一
四
年　

六
月　

七
日　

三
二
三
頁

サ
イ
ズ　

：
一
九
．
五
×
一
三
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
八
行

一
行
字
数
：
四
二
字

　

新
装
版
に
お
い
て
は
、
函
お
よ
び
口
絵
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
巻
末

の
「
源
氏
の
し
お
り
」、「
語
句
解
釈
」
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る

が
、「
参
考
図
録
」
に
つ
い
て
は
、「
系
図
」
の
み
を
残
し
て
い
る
。
新

装
版
の
巻
頭
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
「
新
し
い
読
者
の
た
め
に
」
の
中

に
、「
前
よ
り
廉
価
で
、
若
い
人
々
に
も
手
に
入
り
易
い
本
に
な
っ
て

世
に
出
る
こ
と
は
た
い
そ
う
嬉
し
い
」
と
記
し
て
い
る
。

　

装
丁
は
、
菊
地
信
義
。
装
画
は
、
堀
川
理
万
子
。

　
「
巻
一
」
の
帯
に
は
、「
特
製
Ｃ
Ｄ
版　

瀬
戸
内
寂
聴
講
演
「
源
氏
物

語
の
愛
」
応
募
者
全
員
に
特
別
提
供
」
と
あ
る
。
帯
の
折
り
返
し
部
分

に
あ
る
応
募
シ
ー
ル
を
切
り
取
り
、
郵
便
切
手
二
八
〇
円
を
同
封
す
る

こ
と
に
よ
り
入
手
で
き
る
（
締
め
切
り
は
、
平
成
一
四
年
八
月
末
）。
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

五
三

　

定
価
は
、
各
巻
一
、
三
〇
〇
円
（
税
別
）。

《
文
庫
》

『
源
氏
物
語
』
全
一
〇
巻
。
講
談
社
（
講
談
社
文
庫
）。

「
巻
一
」（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

平
成
一
九
年　

一
月
一
六
日　
　

三
六
二
頁

「
巻
二
」（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

平
成
一
九
年　

二
月
一
五
日　
　

三
六
四
頁

「
巻
三
」（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

平
成
一
九
年　

三
月
一
五
日　
　

三
八
三
頁

「
巻
四
」（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

平
成
一
九
年　

四
月
一
三
日　
　

三
四
七
頁

「
巻
五
」（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

平
成
一
九
年　

五
月
一
五
日　
　

三
七
八
頁

「
巻
六
」（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

平
成
二
〇
年　

六
月
一
五
日　
　

三
五
二
頁

「
巻
七
」（
柏
木
〜
紅
梅
）　　
　

平
成
二
〇
年　

七
月
一
三
日　
　

四
二
六
頁

「
巻
八
」（
竹
河
〜
総
角
）　　
　

平
成
二
〇
年　

八
月
一
〇
日　
　

三
九
二
頁

「
巻
九
」（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

平
成
二
〇
年　

九
月
一
四
日　
　

三
三
五
頁

「
巻
十
」（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
六
日　
　

四
一
〇
頁

サ
イ
ズ　

：
一
四
．
八
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
六
行

一
行
字
数
：
三
八
字

　

新
装
版
を
底
本
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
新
装
版
の
巻
頭
に
付
さ
れ

て
い
る
「
新
し
い
読
者
の
た
め
に
」
は
な
い
。
カ
バ
ー
イ
ラ
ス
ト
は
、

国
分
チ
エ
ミ
。
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
、
丸
尾
靖
子
。

尾
崎
左
永
子　
一
九
二
七
年
〜

《
単
行
本
》

『
新
訳
　
源
氏
物
語
』
全
四
巻
。
小
学
館
。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
関
屋
）　　

平
成　

九
年
一
〇
月
一
〇
日　

二
五
二
頁

「
二
」　
（
絵
合
〜
真
木
柱
）　

平
成　

九
年
一
一
月
一
〇
日　

二
六
八
頁

「
三
」　
（
梅
枝
〜
竹
河
）　　

平
成　

九
年
一
二
月
一
〇
日　

二
五
四
頁

「
四
」　
（
橋
姫
〜
夢
浮
橋
）　

平
成
一
〇
年　

一
月
一
〇
日　

二
五
四
頁

サ
イ
ズ　

：
一
九
．
五
×
一
三
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
六
行

一
行
字
数
：
四
二
字

　

語
句
解
説
や
系
図
な
ど
の
「
鑑
賞
の
し
お
り
」
と
い
う
八
頁
に
わ
た

る
冊
子
が
各
巻
に
挟
み
こ
ま
れ
て
い
る
。「
刊
行
の
意
図
」
を
、「
物
語

を
支
え
る
「
雅
び
」
の
味
を
損
わ
ず
に
、
と
も
か
く
「
源
氏
物
語
を
ら

く
に
読
み
通
す
」
こ
と
を
主
眼
に
し
た
」
と
し
、
ま
た
、「
逐
語
訳
の

部
分
と
軽
く
通
過
す
る
部
分
の
濃
淡
を
つ
け
た
」
と
、「
鑑
賞
の
し
お

り
」
に
記
し
て
い
る
。
装
丁
は
、
吉
田
弘
子
。

　

定
価
は
、
一
、
六
〇
〇
円
＋
税
。

　

※ 

〈
意
訳
〉
的
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
著
者
が
「
読
み
通
す
」
こ
と

を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
、〈
全
訳
〉
と
し
て

掲
出
し
た
。



　 49 　

『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

五
五

　
「
源
氏
物
語
登
場
人
物
系
図
」
を
別
冊
と
し
て
刊
行
。

　

主
婦
で
あ
る
訳
者
が
、「
昭
和
五
十
二
年
師
走
に
、
思
い
立
っ
て
口

語
に
直
し
始
め
」、
一
八
年
間
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。
そ
れ
を
平
成

二
〇
年
一
月
、
訳
者
八
〇
歳
を
記
念
し
自
費
出
版
。
そ
の
の
ち
日
本
経

済
新
聞
出
版
社
よ
り
刊
行
。

　
「
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
版　

あ
と
が
き
」
に
お
い
て
訳
者
は
、「
こ

の
訳
の
底
本
と
し
て
山
岸
徳
平
校
注
『
源
氏
物
語
』（
日
本
古
典
文
学

大
系
、
岩
波
書
店
刊
）
を
使
い
、
文
中
の
和
歌
の
表
記
は
岩
波
文
庫
の

『
源
氏
物
語
』（
山
岸
徳
平
校
注
）
に
従
い
ま
し
た
。
ま
た
、
校
注
の
多

く
を
訳
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。」
と
し
て
い
る
。

　

定
価
は
、
全
巻
セ
ッ
ト
販
売
で
、「
本
体　

二
六
、
六
六
七
円
＋

税
」。

林　
　

望　
一
九
四
九
年
〜

《
単
行
本
》

『
謹
訳
　
源
氏
物
語
』
全
一
〇
巻
。
祥
伝
社
。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

平
成
二
二
年　

三
月
二
五
日　

三
四
一
頁

「
二
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

平
成
二
二
年　

五
月　

一
日　

三
三
七
頁

「
三
」　
（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

平
成
二
二
年　

六
月
二
〇
日　

三
六
九
頁

「
四
」　
（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

平
成
二
二
年
一
一
月　

五
日　

三
六
八
頁

「
五
」　
（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

平
成
二
三
年　

二
月
一
〇
日　

三
七
九
頁

「
六
」　
（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

平
成
二
三
年　

六
月
二
〇
日　

三
四
九
頁

「
七
」　
（
柏
木
〜
幻
）　　
　
　

平
成
二
三
年
一
二
月
一
〇
日　

三
七
〇
頁

「
八
」　
（
匂
宮
〜
総
角
）　　
　

平
成
二
四
年　

七
月
一
〇
日　

四
四
七
頁

「
九
」　
（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

平
成
二
五
年　

二
月
一
〇
日　

三
二
八
頁

「
十
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

平
成
二
五
年　

六
月
一
〇
日　

三
九
八
頁

サ
イ
ズ　

：
一
九
．
〇
×
一
三
．
三
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
三
八
字

　
「
祥
伝
社
創
立
四
〇
周
年
記
念
作
品
」
と
し
て
刊
行
。
装
丁
は
、
林

望
。
本
文
デ
ザ
イ
ン
は
、
祖
父
江
慎
。
な
お
、
造
本
方
法
に
つ
い
て
巻

末
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
書
は
「
コ
デ
ィ
ク
ス
装
」
と
い
う
新
し
い
造
本
法
を
採
用
し
ま

し
た
。
背
表
紙
の
あ
る
通
常
の
製
本
形
態
と
は
こ
と
な
り
、
ど
の

ペ
ー
ジ
も
き
れ
い
に
開
い
て
読
み
や
す
く
、
平
安
朝
か
ら
中
世
に

か
け
て
日
本
の
貴
族
の
写
本
に
用
い
ら
れ
た
「
綴
葉
装
」
と
い
う

古
式
床
し
い
装
訂
法
を
彷
彿
と
さ
せ
る
糸
綴
じ
の
製
本
で
す
。

　

各
巻
の
カ
バ
ー
の
表
と
背
に
は
「
源
氏
香
・
香
の
図
」
を
施
す
。
ま

た
、
表
紙
カ
バ
ー
折
り
返
し
部
分
に
は
「
本
書
の
系
図
」、
裏
表
紙
カ

バ
ー
折
り
返
し
部
分
に
は
、
平
安
朝
の
生
活
様
式
等
に
関
す
る
イ
ラ
ス

ト
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
桜
木
由
加
里
。
月
報
と
栞

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号

五
四

大
塚
ひ
か
り　
一
九
六
一
年
〜

《
文
庫
》

『
源
氏
物
語
』
全
六
巻
。
筑
摩
書
房
。

「
第
一
巻　

桐
壺
〜
賢
木
」　　

平
成
二
〇
年
一
一
月
一
〇
日　

五
八
二
頁

「
第
二
巻　

花
散
里
〜
少
女
」　

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
〇
日　

五
二
五
頁

「
第
三
巻　

玉
鬘
〜
藤
裏
葉
」　

平
成
二
一
年　

三
月
一
〇
日　

五
四
一
頁

「
第
四
巻　

若
菜
上
〜
夕
霧
」　

平
成
二
一
年　

六
月
一
〇
日　

六
二
〇
頁

「
第
五
巻　

御
法
〜
早
蕨
」　　

平
成
二
一
年　

九
月
一
〇
日　

五
四
五
頁

「
第
六
巻　

宿
木
〜
夢
浮
橋
」　

平
成
二
二
年　

一
月
一
〇
日　

六
三
九
頁

サ
イ
ズ　

：
一
四
．
八
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行
（
本
文
）、
一
八
行
（
注
釈
）

一
行
字
数
：
四
〇
字
（
本
文
）、
四
四
字
（
注
釈
）

　

こ
の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
著
者
は
、「
は
じ
め
に
」
お
よ
び
「
凡
例
」

に
お
い
て
そ
の
特
徴
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、「
原
文
重
視
の
逐
語
訳
」
か
つ
「
分
か
る
『
源
氏
物
語
』」
を
目
指

し
た
点
、
逐
語
訳
だ
け
で
理
解
し
が
た
い
部
分
に
つ
い
て
は
、「〈
ひ
か

り
ナ
ビ
〉
を
も
う
け
」
適
宜
解
説
を
付
け
た
点
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

目
次
お
よ
び
各
帖
の
冒
頭
に
は
、
主
要
登
場
人
物
の
年
齢
を
括
弧
書

き
で
入
れ
つ
つ
、
簡
単
な
あ
ら
す
じ
を
示
し
、
加
え
て
各
帖
の
冒
頭
に

は
人
物
系
図
も
記
し
て
い
る
。

　

各
巻
末
に
は
、「
付
録
」
と
し
て
、
平
安
時
代
の
生
活
背
景
な
ど
を

解
説
し
た
も
の
を
付
す
。
そ
の
多
く
に
つ
い
て
は
、『
も
っ
と
知
り
た

い
源
氏
物
語
』（
大
塚
ひ
か
り
、
日
本
実
業
出
版
社
）
に
所
収
し
た
も

の
を
「
加
筆
の
う
え
収
録
し
た
」
と
あ
る
。

　

カ
バ
ー
は
、「
カ
バ
ー
作
品　

吉
岡
幸
雄
（『
源
氏
物
語
の
色
辞
典
』

紫
紅
社
刊
よ
り
）、
撮
影　

小
林
庸
浩
、
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
舩
木
有
紀
」

で
あ
る
。

上
野
榮
子　
一
九
二
五
年
〜
（
不
明
）

《
単
行
本
》

『
源
氏
物
語
』
全
八
巻
・
別
巻
一
巻
。
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
。

「
第
一
巻
」　
（
桐
壺
〜
末
摘
花
）　

平
成
二
一
年　

一
月
二
〇
日　

三
一
一
頁

「
第
二
巻
」　
（
紅
葉
賀
〜
明
石
）　

平
成
二
一
年　

一
月
二
〇
日　

三
〇
七
頁

「
第
三
巻
」　
（
澪
標
〜
玉
鬘
）　　

平
成
二
一
年　

一
月
二
〇
日　

三
四
七
頁

「
第
四
巻
」　
（
初
音
〜
藤
裏
葉
）　

平
成
二
一
年　

一
月
二
〇
日　

三
二
三
頁

「
第
五
巻
」　
（
若
菜
上
〜
柏
木
）　

平
成
二
一
年　

一
月
二
〇
日　

三
〇
七
頁

「
第
六
巻
」　
（
横
笛
〜
竹
河
）　　

平
成
二
一
年　

一
月
二
〇
日　

三
一
七
頁

「
第
七
巻
」　
（
橋
姫
〜
宿
木
）　　

平
成
二
一
年　

一
月
二
〇
日　

三
七
五
頁

「
第
八
巻
」　
（
東
屋
〜
夢
浮
橋
）　

平
成
二
一
年　

一
月
二
〇
日　

四
〇
三
頁

「
源
氏
物
語
登
場
人
物
系
図
」　　

平
成
二
一
年　

一
月
二
〇
日　
　

六
二
頁

サ
イ
ズ　

：
二
一
．
〇
×
一
五
．
〇
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
一
五
字
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

五
五

　
「
源
氏
物
語
登
場
人
物
系
図
」
を
別
冊
と
し
て
刊
行
。

　

主
婦
で
あ
る
訳
者
が
、「
昭
和
五
十
二
年
師
走
に
、
思
い
立
っ
て
口

語
に
直
し
始
め
」、
一
八
年
間
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。
そ
れ
を
平
成

二
〇
年
一
月
、
訳
者
八
〇
歳
を
記
念
し
自
費
出
版
。
そ
の
の
ち
日
本
経

済
新
聞
出
版
社
よ
り
刊
行
。

　
「
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
版　

あ
と
が
き
」
に
お
い
て
訳
者
は
、「
こ

の
訳
の
底
本
と
し
て
山
岸
徳
平
校
注
『
源
氏
物
語
』（
日
本
古
典
文
学

大
系
、
岩
波
書
店
刊
）
を
使
い
、
文
中
の
和
歌
の
表
記
は
岩
波
文
庫
の

『
源
氏
物
語
』（
山
岸
徳
平
校
注
）
に
従
い
ま
し
た
。
ま
た
、
校
注
の
多

く
を
訳
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。」
と
し
て
い
る
。

　

定
価
は
、
全
巻
セ
ッ
ト
販
売
で
、「
本
体　

二
六
、
六
六
七
円
＋

税
」。

林　
　

望　
一
九
四
九
年
〜

《
単
行
本
》

『
謹
訳
　
源
氏
物
語
』
全
一
〇
巻
。
祥
伝
社
。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

平
成
二
二
年　

三
月
二
五
日　

三
四
一
頁

「
二
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

平
成
二
二
年　

五
月　

一
日　

三
三
七
頁

「
三
」　
（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

平
成
二
二
年　

六
月
二
〇
日　

三
六
九
頁

「
四
」　
（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

平
成
二
二
年
一
一
月　

五
日　

三
六
八
頁

「
五
」　
（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

平
成
二
三
年　

二
月
一
〇
日　

三
七
九
頁

「
六
」　
（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

平
成
二
三
年　

六
月
二
〇
日　

三
四
九
頁

「
七
」　
（
柏
木
〜
幻
）　　
　
　

平
成
二
三
年
一
二
月
一
〇
日　

三
七
〇
頁

「
八
」　
（
匂
宮
〜
総
角
）　　
　

平
成
二
四
年　

七
月
一
〇
日　

四
四
七
頁

「
九
」　
（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

平
成
二
五
年　

二
月
一
〇
日　

三
二
八
頁

「
十
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

平
成
二
五
年　

六
月
一
〇
日　

三
九
八
頁

サ
イ
ズ　

：
一
九
．
〇
×
一
三
．
三
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
三
八
字

　
「
祥
伝
社
創
立
四
〇
周
年
記
念
作
品
」
と
し
て
刊
行
。
装
丁
は
、
林

望
。
本
文
デ
ザ
イ
ン
は
、
祖
父
江
慎
。
な
お
、
造
本
方
法
に
つ
い
て
巻

末
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
書
は
「
コ
デ
ィ
ク
ス
装
」
と
い
う
新
し
い
造
本
法
を
採
用
し
ま

し
た
。
背
表
紙
の
あ
る
通
常
の
製
本
形
態
と
は
こ
と
な
り
、
ど
の

ペ
ー
ジ
も
き
れ
い
に
開
い
て
読
み
や
す
く
、
平
安
朝
か
ら
中
世
に

か
け
て
日
本
の
貴
族
の
写
本
に
用
い
ら
れ
た
「
綴
葉
装
」
と
い
う

古
式
床
し
い
装
訂
法
を
彷
彿
と
さ
せ
る
糸
綴
じ
の
製
本
で
す
。

　

各
巻
の
カ
バ
ー
の
表
と
背
に
は
「
源
氏
香
・
香
の
図
」
を
施
す
。
ま

た
、
表
紙
カ
バ
ー
折
り
返
し
部
分
に
は
「
本
書
の
系
図
」、
裏
表
紙
カ

バ
ー
折
り
返
し
部
分
に
は
、
平
安
朝
の
生
活
様
式
等
に
関
す
る
イ
ラ
ス

ト
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
桜
木
由
加
里
。
月
報
と
栞
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

五
七

る
。

　
『
源
氏
物
語　

紫
の
結
び
』
は
、「
メ
イ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
る
光
源

氏
、
藤
壺
の
宮
、
紫
の
上
の
一
生
が
一
気
に
読
め
る
」
よ
う
に
、
次
の

帖
を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
桐
壺
」「
若
紫
」「
紅
葉
賀
」「
花
宴
」「
葵
」

「
賢
木
」「
花
散
里
」「
須
磨
」「
明
石
」「
澪
標
」「
絵
合
」「
松
風
」「
薄

雲
」「
朝
顔
」「
少
女
」「
梅
枝
」「
藤
裏
葉
」「
若
菜
上
」「
若
菜
下
」

「
柏
木
」「
横
笛
」「
鈴
虫
」「
御
法
」「
幻
」「
雲
隠
」。

　
『
源
氏
物
語　

宇
治
の
結
び
』
は
、「〈
宇
治
十
帖
〉
で
知
る
、
源
氏

の
孫
た
ち
が
主
人
公
と
な
っ
た
新
た
な
恋
物
語
」
で
あ
る
。
次
の
帖
を

取
り
上
げ
て
い
る
。「
匂
宮
」「
橋
姫
」「
椎
本
」「
総
角
」「
早
蕨
」「
宿

木
」「
東
屋
」「
浮
舟
」「
蜻
蛉
」「
手
習
」「
夢
浮
橋
」。

　
『
源
氏
物
語　

つ
る
花
の
結
び
』
は
、「
中
流
階
級
の
女
人
た
ち
と
の

逢
瀬
か
ら
始
ま
り
、〈
玉
鬘
十
帖
〉
へ
と
続
く
物
語
」
を
ま
と
め
て
い

る
。
次
の
帖
を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
帚
木
」「
空
蟬
」「
夕
顔
」「
末
摘

花
」「
蓬
生
」「
関
屋
」「
玉
鬘
」「
初
音
」「
胡
蝶
」「
蛍
」「
常
夏
」「
篝

火
」「
野
分
」「
行
幸
」「
藤
袴
」「
真
木
柱
」「
夕
霧
」「
紅
梅
」「
竹
河
」。

「
上
」
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
現
代
語
訳
を
行
う
に
あ
た
っ
て

の
姿
勢
に
つ
い
て
、「
地
の
文
か
ら
敬
語
を
は
ぶ
き
、
逐
語
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
解
釈
以
上
の
創
作
は
加
え
て
い
ま
せ
ん
」
と
記
し
て
い

る
。「
下
」
の
巻
末
に
、
三
田
村
雅
子
執
筆
「
荻
原
源
氏
の
挑
戦
」
を

お
く
。
装
丁
は
、
中
嶋
香
織
。
挿
絵
は
、
君
野
可
代
子
。

　

定
価
は
、
各
巻
一
、
七
〇
〇
円
＋
税
。

小
林
千
草
・
千
草
子　
一
九
四
六
年
〜

《
単
行
本
》

『
絵
入
簡
訳
　
源
氏
物
語
』
全
三
巻
。
平
凡
社
。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
少
女
）　　

平
成
二
五
年
一
〇
月
二
五
日　

四
〇
六
頁

「
二
」　
（
玉
鬘
〜
雲
隠
）　　

平
成
二
六
年　

一
月
二
五
日　

四
四
三
頁

「
三
」　
（
匂
宮
〜
夢
浮
橋
）　

平
成
二
六
年　

四
月　

五
日　

三
九
三
頁

サ
イ
ズ　

：
一
九
．
五
×
一
三
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
四
二
字

　

山
本
春
正
『
絵
入
源
氏
物
語
』（
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫

蔵
）
の
挿
絵
を
全
て
掲
載
。
そ
の
上
で
「
山
本
春
正
が
絵
画
化
し
て
い

る
要
所
要
所
は
全
訳
」
し
、「
従
な
る
描
写
部
分
は
〝
簡0

約
に
訳0

す
〞」

と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
な
お
、
千
草
子
は
、
小
林
千
草
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
。

　

※ 

全
訳
と
は
言
い
難
い
面
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、「
三
」
の
「
は
じ

め
に
」
に
お
い
て
、「
編
訳
者
の
心
の
中
で
は
、
全
訳
に
限
り
な

く
近
い
現
代
語
訳
と
な
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
」
と
記
し

て
い
る
点
か
ら
〈
全
訳
〉
の
扱
い
と
し
た
。

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号

五
六

付
き
。

《
文
庫
》

『
謹
訳
　
源
氏
物
語
　
改
訂
新
修
』
全
一
〇
巻
。
祥
伝
社
。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
若
紫
）　　
　

平
成
二
九
年　

九
月
二
〇
日　

四
一
〇
頁

「
二
」　
（
末
摘
花
〜
花
散
里
）　

平
成
二
九
年　

九
月
二
〇
日　

四
〇
四
頁

「
三
」　
（
須
磨
〜
松
風
）　　
　

平
成
二
九
年　

九
月
二
〇
日　

四
五
三
頁

「
四
」　
（
薄
雲
〜
胡
蝶
）　　
　

平
成
二
九
年　

九
月
二
〇
日　

四
三
六
頁

「
五
」　
（
蛍
〜
藤
裏
葉
）　　
　

平
成
三
〇
年　

二
月
二
〇
日　

四
五
一
頁

「
六
」　
（
若
菜
上
・
若
菜
下
）　

平
成
三
〇
年　

五
月
二
〇
日　

四
三
四
頁

「
七
」　
（
柏
木
〜
幻
）　　
　
　

平
成
三
〇
年　

八
月
二
〇
日　

四
五
三
頁

「
八
」　
（
匂
宮
〜
総
角
）　　
　

未
刊

「
九
」　
（
早
蕨
〜
東
屋
）　　
　

未
刊

「
十
」　
（
浮
舟
〜
夢
浮
橋
）　　

未
刊

サ
イ
ズ　

：
一
五
．
二
×
一
〇
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
五
行

一
行
字
数
：
四
〇
字

　
『
謹
訳　

源
氏
物
語
』
を
増
補
修
訂
し
た
も
の
。
新
た
に
小
見
出
し

を
付
し
、
巻
末
に
「
訳
者
の
ひ
と
こ
と
」「
本
書
の
主
な
登
場
人
物
関

係
図
」「
解
説
」
を
付
け
加
え
て
い
る
。「
訳
者
の
ひ
と
こ
と
」
は
、

《
単
行
本
》
の
月
報
に
同
じ
。「
本
書
の
主
な
登
場
人
物
関
係
図
」
は
、

《
単
行
本
》
の
表
紙
カ
バ
ー
折
り
返
し
部
分
の
「
本
書
の
系
図
」
と
同

じ
。

　

平
成
三
〇
年
一
二
月
現
在
、「
八
」
か
ら
「
十
」
は
未
刊
。
順
次
刊

行
予
定
で
あ
る
。

荻
原
規
子　
一
九
五
九
年
〜

《
単
行
本
》

『
源
氏
物
語
　
紫
の
結
び
』
全
三
巻
。
理
論
社
。

「
一
」　

平
成
二
五
年　

八
月
（
以
下
、
記
載
な
し
）　

三
六
七
頁

「
二
」　

平
成
二
五
年
一
二
月
（
以
下
、
記
載
な
し
）　

三
五
一
頁

「
三
」　

平
成
二
六
年　

一
月
（
以
下
、
記
載
な
し
）　

三
三
五
頁

『
源
氏
物
語
　
宇
治
の
結
び
』
全
二
巻
。
理
論
社
。

「
上
」　

平
成
二
九
年　

四
月
（
以
下
、
記
載
な
し
）　

三
六
六
頁

「
下
」　

平
成
二
九
年　

四
月
（
以
下
、
記
載
な
し
）　

三
六
〇
頁

『
源
氏
物
語
　
つ
る
花
の
結
び
』
全
二
巻
。
理
論
社
。

「
上
」　

平
成
三
〇
年　

六
月
（
以
下
、
記
載
な
し
）　

三
四
七
頁

「
下
」　

平
成
三
〇
年　

六
月
（
以
下
、
記
載
な
し
）　

三
六
七
頁

サ
イ
ズ
：
一
九
．
五
×
一
三
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
五
行

一
行
字
数
：
三
九
字

　
『
源
氏
物
語
』
を
三
つ
の
系
統
に
分
け
て
再
構
成
し
、
現
代
語
訳
す
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

五
七

る
。

　
『
源
氏
物
語　

紫
の
結
び
』
は
、「
メ
イ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
る
光
源

氏
、
藤
壺
の
宮
、
紫
の
上
の
一
生
が
一
気
に
読
め
る
」
よ
う
に
、
次
の

帖
を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
桐
壺
」「
若
紫
」「
紅
葉
賀
」「
花
宴
」「
葵
」

「
賢
木
」「
花
散
里
」「
須
磨
」「
明
石
」「
澪
標
」「
絵
合
」「
松
風
」「
薄

雲
」「
朝
顔
」「
少
女
」「
梅
枝
」「
藤
裏
葉
」「
若
菜
上
」「
若
菜
下
」

「
柏
木
」「
横
笛
」「
鈴
虫
」「
御
法
」「
幻
」「
雲
隠
」。

　
『
源
氏
物
語　

宇
治
の
結
び
』
は
、「〈
宇
治
十
帖
〉
で
知
る
、
源
氏

の
孫
た
ち
が
主
人
公
と
な
っ
た
新
た
な
恋
物
語
」
で
あ
る
。
次
の
帖
を

取
り
上
げ
て
い
る
。「
匂
宮
」「
橋
姫
」「
椎
本
」「
総
角
」「
早
蕨
」「
宿

木
」「
東
屋
」「
浮
舟
」「
蜻
蛉
」「
手
習
」「
夢
浮
橋
」。

　
『
源
氏
物
語　

つ
る
花
の
結
び
』
は
、「
中
流
階
級
の
女
人
た
ち
と
の

逢
瀬
か
ら
始
ま
り
、〈
玉
鬘
十
帖
〉
へ
と
続
く
物
語
」
を
ま
と
め
て
い

る
。
次
の
帖
を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
帚
木
」「
空
蟬
」「
夕
顔
」「
末
摘

花
」「
蓬
生
」「
関
屋
」「
玉
鬘
」「
初
音
」「
胡
蝶
」「
蛍
」「
常
夏
」「
篝

火
」「
野
分
」「
行
幸
」「
藤
袴
」「
真
木
柱
」「
夕
霧
」「
紅
梅
」「
竹
河
」。

「
上
」
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
現
代
語
訳
を
行
う
に
あ
た
っ
て

の
姿
勢
に
つ
い
て
、「
地
の
文
か
ら
敬
語
を
は
ぶ
き
、
逐
語
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
解
釈
以
上
の
創
作
は
加
え
て
い
ま
せ
ん
」
と
記
し
て
い

る
。「
下
」
の
巻
末
に
、
三
田
村
雅
子
執
筆
「
荻
原
源
氏
の
挑
戦
」
を

お
く
。
装
丁
は
、
中
嶋
香
織
。
挿
絵
は
、
君
野
可
代
子
。

　

定
価
は
、
各
巻
一
、
七
〇
〇
円
＋
税
。

小
林
千
草
・
千
草
子　
一
九
四
六
年
〜

《
単
行
本
》

『
絵
入
簡
訳
　
源
氏
物
語
』
全
三
巻
。
平
凡
社
。

「
一
」　
（
桐
壺
〜
少
女
）　　

平
成
二
五
年
一
〇
月
二
五
日　

四
〇
六
頁

「
二
」　
（
玉
鬘
〜
雲
隠
）　　

平
成
二
六
年　

一
月
二
五
日　

四
四
三
頁

「
三
」　
（
匂
宮
〜
夢
浮
橋
）　

平
成
二
六
年　

四
月　

五
日　

三
九
三
頁

サ
イ
ズ　

：
一
九
．
五
×
一
三
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行

一
行
字
数
：
四
二
字

　

山
本
春
正
『
絵
入
源
氏
物
語
』（
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫

蔵
）
の
挿
絵
を
全
て
掲
載
。
そ
の
上
で
「
山
本
春
正
が
絵
画
化
し
て
い

る
要
所
要
所
は
全
訳
」
し
、「
従
な
る
描
写
部
分
は
〝
簡0

約
に
訳0

す
〞」

と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
な
お
、
千
草
子
は
、
小
林
千
草
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
。

　

※ 

全
訳
と
は
言
い
難
い
面
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、「
三
」
の
「
は
じ

め
に
」
に
お
い
て
、「
編
訳
者
の
心
の
中
で
は
、
全
訳
に
限
り
な

く
近
い
現
代
語
訳
と
な
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
」
と
記
し

て
い
る
点
か
ら
〈
全
訳
〉
の
扱
い
と
し
た
。
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

五
九

「
上
」　
（
桐
壺
〜
少
女
）　

平
成
二
九
年　

九
月
三
〇
日　

六
八
九
頁

「
中
」　
（
玉
鬘
〜
幻
）　　

平
成
三
〇
年
一
一
月
三
〇
日　

六
六
一
頁

「
下
」　

未
刊

サ
イ
ズ　

：
一
九
．
五
×
一
三
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
九
行

一
行
字
数
：
四
四
字

　
《
池
澤
夏
樹
＝
個
人
編
集　

日
本
文
学
全
集
》
全
三
〇
巻
の
う
ち
、

「
０
４
」、「
０
５
」、「
０
６
」。「
解
題
」
藤
原
克
己
、「
解
説
」
池
澤
夏

樹
。
装
丁
は
、
佐
々
木
暁
。
帯
写
真
は
、「
上
」
荒
木
経
惟
、「
中
」
長

島
有
里
枝
。
月
報
付
き
。「
上
」
発
売
当
初
の
限
定
版
に
は
、
匂
い
袋

と
栞
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

　
「
下
」
に
つ
い
て
は
、「
中
」
月
報
に
「
二
〇
一
九
年
一
一
月
刊
行
予

定
」
と
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

・ 

宮
田
和
一
郎
『
頭
注
對
譯　

源
氏
物
語
』〈
空
蟬　

夕
顔　

若
紫
〉（
大
正
一
四

年
九
月
五
日　

文
献
書
院
）

・ 

窪
田
空
穂
『
現
代
語
譯　

源
氏
物
語　

八
』（
昭
和
一
八
年
八
月
二
日　

改
造

社
）

・
清
水
好
子
ほ
か
『
源
氏
物
語
手
鏡
』（
昭
和
四
八
年
六
月
一
〇
日　

新
潮
社
）

・ 

清
水
好
子
ほ
か
『
源
氏
物
語
手
鏡
』〈
新
潮
選
書
〉（
昭
和
五
〇
年
四
月
二
五
日　

新
潮
社
）

・
今
泉
忠
義
ほ
か
編
『
源
氏
物
語
』（
昭
和
五
二
年
一
月
二
〇
日　

桜
楓
社
）

・
今
泉
忠
義
『
源
氏
物
語　

語
法
篇
』（
昭
和
五
二
年
一
月
二
〇
日　

桜
楓
社
）

・ 

大
塚
ひ
か
り
『
も
っ
と
知
り
た
い
源
氏
物
語
』（
平
成
一
六
年
四
月
一
〇
日　

日
本
実
業
出
版
社
）

・ 

河
添
房
江
編
〈
講
座
源
氏
物
語
研
究　

第
十
二
〉『
源
氏
物
語
の
現
代
語
訳
と
翻
訳
』

（
平
成
二
〇
年
六
月
二
〇
日　

お
う
ふ
う
）

・
吉
岡
幸
雄
『「
源
氏
物
語
」
の
色
辞
典
』（
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
日　

紫
紅
社
）

・
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://dl.ndl.go.jp/

）

・ 

伊
藤
鉄
也
（
研
究
代
表
者
）『
海
外
に
お
け
る
源
氏
物
語
を
中
心
と
し
た
平
安
文

学
及
び
各
国
語
翻
訳
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
』（http://genjiito.org/

）

・
伊
藤
鉄
也
『
源
氏
物
語
電
子
資
料
館
』（genjiito.sakura.ne.jp/t_ito/

）

・
国
立
情
報
学
研
究
所W

ebcat Plus

（w
ebcatplus.nii.ac.jp/)

※ 

本
稿
に
掲
出
し
た
各
訳
者
に
よ
る
〈
全
訳
〉
刊
行
本
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め

て
掲
出
し
な
い
。

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
紀
要　

第
六
号

五
八

中
野
幸
一　
一
九
三
二
年
〜

《
単
行
本
》

『
正
訳
　
源
氏
物
語
　
本
文
対
照
』
全
一
〇
冊
。
勉
誠
出
版
。

「
第
一
冊　

桐
壺
／
帚
木
／
空
蟬
／
夕
顔
／
若
紫
」

平
成
二
七
年
一
〇
月
三
〇
日　

三
五
五
頁

「
第
二
冊　

末
摘
花
／
紅
葉
賀
／
花
宴
／
葵
／
賢
木
／
花
散
里
」

平
成
二
八
年　

一
月
一
五
日　

三
四
三
頁

「
第
三
冊　

須
磨
／
明
石
／
澪
標
／
蓬
生
／
関
屋
／
絵
合
／
松
風
」

平
成
二
八
年　

二
月
二
〇
日　

三
七
一
頁

「
第
四
冊　

薄
雲
／
朝
顔
／
少
女
／
玉
鬘
／
初
音
／
胡
蝶
」

平
成
二
八
年　

四
月
二
八
日　

三
四
六
頁

「
第
五
冊　

蛍
／
常
夏
／
篝
火
／
野
分
／
行
幸
／
藤
袴
／
真
木
柱
／
梅
枝
／
藤
裏
葉
」

平
成
二
八
年　

六
月
三
〇
日　

三
七
七
頁

「
第
六
冊　

若
菜
（
上
）
／
若
菜
（
下
）」

平
成
二
八
年
一
〇
月　

七
日　

三
六
五
頁

「
第
七
冊　

柏
木
／
横
笛
／
鈴
虫
／
夕
霧
／
御
法
／
幻
」　

平
成
二
八
年
一
二
月
二
〇
日　

三
六
五
頁

「
第
八
冊　

匂
宮
／
紅
梅
／
竹
河
／
橋
姫
／
椎
本
／
総
角
」

平
成
二
九
年　

二
月
二
五
日　

四
四
〇
頁

「
第
九
冊　

早
蕨
／
宿
木
／
東
屋
」

平
成
二
九
年　

四
月
二
五
日　

三
四
七
頁

「
第
十
冊　

浮
舟
／
蜻
蛉
／
手
習
／
夢
浮
橋
」

平
成
二
九
年　

六
月
三
〇
日　

四
二
四
頁

サ
イ
ズ　

：
二
一
．
七
×
一
五
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
七
行
（
本
文
）、
二
三
行
（
原
文
）、
三
五
行
（
頭
注
・
小
見
出
し
）

一
行
字
数
：
二
七
字
（
本
文
）、
一
五
字
（
原
文
）、
一
〇
字
（
頭
注
・
小
見
出
し
）

　
「
勉
誠
出
版
創
業
五
〇
周
年
記
念
」
と
し
て
刊
行
。
各
帖
冒
頭
に

「
小
見
出
し
一
覧
」
を
付
し
、
現
代
語
訳
を
中
心
と
し
、
上
段
に
小
見

出
し
お
よ
び
頭
注
を
お
き
、
下
段
に
原
文
を
お
い
て
い
る
。
各
巻
末
に

は
、「
付
録
」
と
し
て
「『
源
氏
物
語
』
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
」
と

題
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
関
連
お
よ
び
平
安
朝
貴
族
の
生
活
な
ど
に
つ

い
て
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
参
考
」
と
し
て
「
系
図
・

図
録
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
カ
バ
ー
の
表
裏
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の

初
め
の
中
扉
に
は
、
伝
土
佐
光
信
筆
『
源
氏
物
語
画
帖
』（
早
稲
田
大

学
図
書
館
九
曜
文
庫
蔵
）
が
配
さ
れ
て
い
る
。

　

定
価
は
、
各
巻
二
、
五
〇
〇
円
＋
税
。

　

※ 

右
の
「
一
頁
行
数
」
の
「（
頭
注
・
小
見
出
し
）」
に
つ
い
て
は
、

一
頁
す
べ
て
の
行
が
う
め
ら
れ
て
い
る
頁
が
な
い
た
め
、
お
お
よ

そ
の
行
数
で
あ
る
。

角
田
光
代　
一
九
六
七
年
〜

《
叢
書
》

『
源
氏
物
語
』
全
三
巻
。
河
出
書
房
新
社
。
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『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
書
誌
資
料
集
成
（
佐
藤
由
佳
）

五
九

「
上
」　
（
桐
壺
〜
少
女
）　

平
成
二
九
年　

九
月
三
〇
日　

六
八
九
頁

「
中
」　
（
玉
鬘
〜
幻
）　　

平
成
三
〇
年
一
一
月
三
〇
日　

六
六
一
頁

「
下
」　

未
刊

サ
イ
ズ　

：
一
九
．
五
×
一
三
．
五
㎝

一
頁
行
数
：
一
九
行

一
行
字
数
：
四
四
字

　
《
池
澤
夏
樹
＝
個
人
編
集　

日
本
文
学
全
集
》
全
三
〇
巻
の
う
ち
、

「
０
４
」、「
０
５
」、「
０
６
」。「
解
題
」
藤
原
克
己
、「
解
説
」
池
澤
夏

樹
。
装
丁
は
、
佐
々
木
暁
。
帯
写
真
は
、「
上
」
荒
木
経
惟
、「
中
」
長

島
有
里
枝
。
月
報
付
き
。「
上
」
発
売
当
初
の
限
定
版
に
は
、
匂
い
袋

と
栞
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

　
「
下
」
に
つ
い
て
は
、「
中
」
月
報
に
「
二
〇
一
九
年
一
一
月
刊
行
予

定
」
と
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

・ 

宮
田
和
一
郎
『
頭
注
對
譯　

源
氏
物
語
』〈
空
蟬　

夕
顔　

若
紫
〉（
大
正
一
四

年
九
月
五
日　

文
献
書
院
）

・ 

窪
田
空
穂
『
現
代
語
譯　

源
氏
物
語　

八
』（
昭
和
一
八
年
八
月
二
日　

改
造

社
）

・
清
水
好
子
ほ
か
『
源
氏
物
語
手
鏡
』（
昭
和
四
八
年
六
月
一
〇
日　

新
潮
社
）

・ 

清
水
好
子
ほ
か
『
源
氏
物
語
手
鏡
』〈
新
潮
選
書
〉（
昭
和
五
〇
年
四
月
二
五
日　

新
潮
社
）

・
今
泉
忠
義
ほ
か
編
『
源
氏
物
語
』（
昭
和
五
二
年
一
月
二
〇
日　

桜
楓
社
）

・
今
泉
忠
義
『
源
氏
物
語　

語
法
篇
』（
昭
和
五
二
年
一
月
二
〇
日　

桜
楓
社
）

・ 

大
塚
ひ
か
り
『
も
っ
と
知
り
た
い
源
氏
物
語
』（
平
成
一
六
年
四
月
一
〇
日　

日
本
実
業
出
版
社
）

・ 

河
添
房
江
編
〈
講
座
源
氏
物
語
研
究　

第
十
二
〉『
源
氏
物
語
の
現
代
語
訳
と
翻
訳
』

（
平
成
二
〇
年
六
月
二
〇
日　

お
う
ふ
う
）

・
吉
岡
幸
雄
『「
源
氏
物
語
」
の
色
辞
典
』（
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
日　

紫
紅
社
）

・
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://dl.ndl.go.jp/

）

・ 

伊
藤
鉄
也
（
研
究
代
表
者
）『
海
外
に
お
け
る
源
氏
物
語
を
中
心
と
し
た
平
安
文

学
及
び
各
国
語
翻
訳
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
』（http://genjiito.org/

）

・
伊
藤
鉄
也
『
源
氏
物
語
電
子
資
料
館
』（genjiito.sakura.ne.jp/t_ito/

）

・
国
立
情
報
学
研
究
所W

ebcat Plus

（w
ebcatplus.nii.ac.jp/)

※ 

本
稿
に
掲
出
し
た
各
訳
者
に
よ
る
〈
全
訳
〉
刊
行
本
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め

て
掲
出
し
な
い
。
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